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○委員長（岩永政則委員） 

皆さんおはようございます。本日は３月１２日でございます。定刻になりましたので、

また定足数に達しておりますので、ただいまから委員会を開会いたします。 

昨日に引き続き、平成３０年度長与町一般会計補正予算の件を議題とします。本日は

教育委員会から説明を求めます。 

教育次長。 

○教育委員会教育次長（森川寛子君） 

皆様おはようございます。本日は教育総務課と生涯学習課の方から補正予算を計上さ

せていただいております。詳しい内容は担当課長より説明をさせますので本日はどうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは教育総務課の宮司課長。説明を求めます。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

皆さんおはようございます。それでは教育総務課所管の補正予算につきまして説明さ

せていただきます。長与町一般会計補正予算（第５号）に関する説明書の８、９ページ

をお開きください。歳入でございます。１３款２項５目教育費国庫補助金１節小学校費

補助金でございます。児童生徒等の熱中症対策としての空調設置に係る新たな交付金と

して創設されたブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金として小学校５校分の事業費

と事務費分の申請をしておりましたが、交付額が決定しましたので減額をしております。

２節中学校費補助金でございますが、中学校３校分の事業費と事務費分につきましても

同様に交付額が決定しましたので減額をしております。１２、１３ページをお開きくだ

さい。１５款１項２目利子及び配当金１節利子及び配当金の教育振興基金運用収入でご

ざいます。教育振興基金の預金利息を増額しております。１６款１項６目教育費寄附金

１節小学校費寄附金で平和活動に役立てて欲しいということで寄附をいただいておりま

す。１６款１項６目教育費寄附金２節中学校費寄附金で子ども達へ役立てて欲しいとい

うことで寄附をいただきましたので、長与中学校体育館改修工事の方へ充当をしており

ます。１４、１５ページをお開きください。１７款２項６目教育振興基金繰入金１節教

育振興基金繰入金でございます。長与中学校体育館改修工事の額の確定に伴い財源調整

を行っております。１９款５項１目雑入１節雑入、学校給食廃食用油売払収入ですが、

１缶当たり８０円で学期ごとの収入を上げております。１６、１７ページをお開きくだ

さい。２０款１項４目１節中学校施設整備事業債でございます。これは設計額が当初の

事業費より掛からなかったため起債も減額をしております。２節小学校施設整備事業債

でございます。こちらも同様に設計額が当初の事業費よりも掛からなかったため起債を

減額しております。長与町一般会計補正予算（第５号）の６ページに繰越明許費を載せ

ております。また８ページに地方債補正の限度額を載せておりますので御参照ください。 

歳出でございます。３２、３３ページをお開きください。１０款１項２目事務局費１



９節負担金、補助及び交付金のうち各種大会参加補助金でございます。これは中総体の

県大会以上の大会に出場するときの補助金で、額の確定により減額をしております。１

０款１項３目教育振興基金２５節積立金のうち教育振興基金積立金でございます。一般

会計の余剰金５,０００万円と預金利息１万８,６６１円を積み立ております。１０款２

項１目小学校管理費１１節需用費の消耗品費でございます。こちらはブロック塀・冷房

設備対応臨時特例交付金の交付額の減額に伴う事務費の減額でございます。１０款２項

１目小学校管理費１３節委託費の設計監理委託料でございます。空調に係る設計委託料

の入札減に伴って今回減額をしております。１目１５節工事請負費の空調設備設置工事

費でございます。実施設計額により減額をしております。１０款２項１目小学校管理費

１８節備品購入費の一般備品購入費でございます。ＩＣＴ関連機器購入に伴う入札減に

よる減額をしております。３４、３５ページをお開きください。１０款３項１目中学校

管理費１１節需用費でございます。こちらも交付額の減額に伴う事務費の減額でござい

ます。１目１３節委託料の設計監理委託料ですが、こちらも長与中学校体育館の工事の

額の確定と空調に係る設計委託料の入札減に伴い減額をしております。１５節工事請負

費の空調設備設置工事費でございます。屋内運動場整備工事費は長与中学校の体育館改

修工事の入札減に伴う減額です。空調設備設置工事費が実施設計額による減額をしてお

ります。１０款３項１目中学校管理費１８節備品購入費の一般備品購入費でございます。

こちらはＩＣＴ関連機器購入に伴う入札減に伴い減額をしております。１９節負担金、

補助及び交付金でございます。中学校の課外クラブの充実振興を図る目的と指導者助成

のための補助金でございますが、額の確定に伴い減額をしております。１０款７項３目

学校給食費１３節委託料の設計監理委託料でございます。こちらは空調に係る設計委託

料の入札減に伴い減額をしております。以上で説明を終わらせていただきます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、次に生涯学習課長青田課長、説明を求めます。 

○生涯学習課長（青田浩二君） 

平成３０年度長与町一般会計補正予算（第５号）、生涯学習課所管分について御説明

申し上げます。歳入より御説明いたします。説明書の１０、１１ページをお願いします。

１４款県支出金３項委託金７目教育費委託金１節社会教育費委託金になります。有害図

書立入調査の実績により２万１,０００円の増額になっております。１２、１３ページ

をお願いします。１５款財産収入１項財産運用収入２目利子及び配当金１節利子及び配

当金になります。５行目２１世紀ふれあい基金運用収入７,０００円が生涯学習課所管

分になります。これは預金利息の確定によるものです。１６款寄附金１項寄附金６目教

育費寄附金３節社会教育費寄附金４万９,０００円の増額になります。これは青少年健

全育成に役立てていただきたいとの寄附を受けたものです。以上で歳入の説明を終わら

せていただきます。 



続きまして歳出になります。２６、２７ページをお願いします。５款労働費１項労働

諸費２目働く婦人の家管理費を２０８万６,０００円減額しております。こちらは前年

度の館長が嘱託でお願いしており館長報酬等を計上しておりましたが、今年度の館長は

再任用職員でしたので報酬が給与になることから、１節報酬、４節共済費、９節旅費の

費用弁償を全額減額しております。２８、２９ページをお願いします。６款農林水産業

費１項農業費６目多目的研修集会施設管理費２０８万６,０００円減額しております。

こちらも働く婦人の家と同様に１節報酬４節共済費９節旅費の費用弁償を全額減額して

おります。３４、３５ページをお願いします。１０款教育費６項社会教育費１目社会教

育費２５節積立金８,０００円を増額しております。こちらは２１世紀ふれあい基金運

用収入で受け入れた預金利息を基金へ積み立てるものでございます。２目公民館費１１

節需用費、２５３万円の減額になります。こちらは上長与地区公民館のボイラー故障に

より休止しております浴場の燃料費を減額するものであります。４目文化振興費をお願

いします。５０周年記念事業の財源につきましてはふるさとづくり基金を充てることと

なりましたので、５０周年記念事業費分４０万円と長崎県市町村振興協会からの地域活

性化補助金のうち長与川まつりで不要となりました４０万円を町の自主事業に充て、合

計で８０万円を一般財源からその他の財源に組み替えております。５目文化施設管理費

は委託料を２７１万６,０００円減額するものでございます。こちらは町民文化ホール

の施設保守管理委託と来年度予定しております町民文化ホール防水改修工事設計委託業

務の入札を行い額が決定いたしましたので減額しております。７項保健体育費１目保健

体育総務費をお願いします。こちらも町民体育祭の事業に長崎県市町村振興協会からの

地域活性化補助金を充てることから、８５万円を一般財源からその他の財源に組み替え

ております。２目体育施設管理費７節賃金につきましては、今年度プール監視員の人員

配置を変更したことにより、賃金及び通勤手当が削減されたために減額しております。

以上で生涯学習課所管分の説明を終わらせていただきます。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

両課の説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けたいと思います。 

質疑はありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

説明書９ページの小学校、それから中学校の国庫補助金の部分。ここに関してお伺い

をしますけれども、小学校、中学校のこのエアコンに係る経費というのが、あらかたも

う一定分かったんじゃないかなと思うんですが、ぶっ込みでも結構なんですけれども総

額と、それから町がどれくらいの持ち出しになるのか、そして国がどれくらい持つのか、

ここをちょっと知りたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 



金子係長。 

○係長（金子寛之君） 

事業費につきまして御説明します。先日工事の入札が終わりまして、当初の契約が今

済んだ状態というところで契約額ベースでのお話をさせていただきます。工事費につき

ましては総額で約４億２００万円になっております。あと事業費としましては設計費、

施工管理をお願いする監理委託料が事業費の中に含まれてきますけれども、監理委託に

ついてはまだ契約が済んでおりませんが、今把握している事業費全体で考えますと事業

費が約４億３,０００万円、それに対する国からの補助金が約６,７００万円、さらに国

費を除いた残りについて地方債を借り入れる予定にしておりますので、借り入れる額が

約３億７００万円になっております。国の負担分と町の負担分の割合になりますが、国

の補助金プラス地方債を借り入れた場合交付税措置というものがございますので、国の

補助金と交付税措置される総額を計算しますと約１億４,７００万円が財政措置される

部分という形になります。残り２億８,５００万円程度が地方負担分という形になりま

すので、事業費がまだ確定しておりませんが地方財政措置されるパーセンテージでいき

ますと約３４％が財政措置されまして、残りの６６％が町の負担分という試算を現在行

っております。また、今から事業が終わりまして額が確定しますとこの分も変動にはな

ってくるかと思いますが、今の段階ではそういった数字になるかと思います。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。ほかに質疑はありませんか。なかったら打ち切りますけどもいいですか。 

それでは質疑を終了いたします。教育委員会お疲れ様でございました。 

２０分まで休憩いたします。次は駐車場会計です。 

（休憩 １０時１２分～１０時２０分） 

○委員長（岩永政則委員） 

休憩前に引き続き委員会を行います。ただいまから議案第１２号平成３１年度長与町

駐車場事業特別会計の件を議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。 

井川契約管財課長。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

それでは議案第１２号平成３１年度長与町駐車場事業特別会計予算につきまして御説

明申し上げます。説明書の６、７ページをお開き願います。歳入でございますが、１款

１項１目駐車場使用料につきましては長与嬉里駐車場分が税抜きで月額８,０００円、

吉無田駐車場が月額５,０００円を基準として算出をしております。なお１０月から消

費税が１０％に改正される予定であるため、８％、１０％分をそれぞれ６か月分計上い

たしております。長与嬉里駐車場につきましては月平均３０台で前年度より２台減を見

込んでおります。吉無田駐車場につきましては昨年同様月平均３３台を見込んでおりま

す。それから長与嬉里駐車場の一般駐車の分でございますが、前年同様月平均２０万円

を見込んでおります。また滞納繰越分として１,０００円を計上しております。定期分、



一般分、滞納繰越分合わせまして７７５万円で、前年度より１５万８,０００円約２％

の減収を見込んでおります。次に２款１項１目繰越金、それと３款１項１目町預金利子、

３款２項１目雑入につきましては存目として計上いたしております。 

続きまして１０、１１ページをお開きください。歳出でございますが１款総務費１項

総務管理費１目一般管理費でございます。前年度よりも１５万８,０００円、約２％の

減額としております。１節報酬は徴収嘱託員報酬として７,０００円、９節旅費は５,０

００円、１１節需用費は３１万円増額して１８４万７,０００円計上しております。こ

れは修繕料を１４４万３,０００円計上したことによります。１２節役務費は８万５,０

００円、１３節委託料は５１８万７,０００円、１４節使用料及び賃借料は２万１,００

０円、１５節工事請負費は５０万円を計上いたしております。１款２項１目一般会計繰

出金は存目で計上しております。次に２款１項１目予備費でございますが１０万円を計

上しております。以上でございます。なお、主要な施策に関する説明書を添付しており

ますので御参照いただいて、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

井川課長、需用費の修繕料とか工事請負費なんかは、どこをどうするのかということ

はやっぱり説明してあげんと分からんでしょう。それ説明してください。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

需用費の修繕料でございますが、内訳といたしまして微量ＰＣＢ含有量調査及びコン

デンサ取替作業として２９万１,０６０円を計上しております。そのほかにつきまして

は一般の修繕料として１１５万１,０００円を計上しているものでございます。続きま

して工事請負費につきましては、あらかじめ一定の工事を想定しているわけでございま

せん。何かあったときのための５０万円計上ということでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けたいと思います。 

質疑はありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

昨年と比較して、１３の委託料なんですけどタイムレジスタの点検とか防犯カメラ保

守業務が消えてるのと。１４に関しても防犯カメラの賃借料が無いんですが、これは買

い取りか何かになって、自分達で保守点検等をしているということになるんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

井川課長。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

防犯カメラにつきましては、リース切れによりまして資産の譲渡と言いますか、町の

持ち物となった物でございます。それと１４節のタイムレジスタ賃借料につきましては、

これはもう古くなったものですから入れ換えを検討しております。以上でございます。 



○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。ほかにありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

教えていただきたいんですけれども、消費税が今年度から１０％に引き上がる予定と

いうことになりまして、そういうのをちょっといろいろ見てる中で、何年か先、平成２

３年度からですかね、適格請求書保存方式、インボイス制度と言うんですか、そういう

制度が導入されるというふうになるんですが、町でこういう特別会計をされてるという

ような事業者がこれに該当するのか、それに対しての準備等も今検討されているのか、

この辺り状況が分かればお聞かせいただきたい。 

○委員長（岩永政則委員） 

井川課長。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

そのことに関しましては今検討しているということではございません。まだその情報

等収集をしてちょっと検討してまいりたいと考えております。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

駐車場の利用についてちょっとお伺いしたいんですが、今現在、車種を登録をして、

その車種に限定して停められる。ここの利用者からお聞きをしたんですが、その車種だ

けが停められるということで、例えばその方が２台持ってれば、だから入れ換えが今日

はこっちを停めとこうとか、そういうのがなかなかやりにくいとのことを聞いておるん

ですけども、それはできないんですか、現状では。例えば常時停めるのは１台なんです

けども、例えば登録していない車も別に持っとって、今日はこっちの車を使うんでこっ

ちを入れとって、こっちを出しとこうとかという、そういうやりくりができないのか。

できれば利用者が使いやすいような対応にしていただければと思うんですが。 

○委員長（岩永政則委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

お答えさせていただきます。２台登録をしていて、その中の駐車場の中で入れ換えを

したい、できるようになりたいというような意味合いだと理解してるんですが、一応今

現状を申し上げますと、１区画借りていただいてその１区画につき嬉里駐車場では８,

６４０円です。その１区画に登録を複数台、今２台までしていただけるようになってる

んですが２台登録というのができます。ですので入れ換えというのは可能です。先程ち

ょっと趣旨と違ったのかもしれないですが、中で入れ換えというのも今管理人に居てい

ただいてますので、そこは柔軟に対応させていただいているところです。以上です。 



○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。いいですか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

ちょっと先程の説明不足だったかもしれないんですけども、消費税１０％に増えると

きにインボイス制度というのが導入されるという中で、私もまだ正確に詳しくこの制度

をよく理解できてない部分もあるんですが、例えば、町の駐車場を自営業をされてる方

とかが仕事用の車をそこで保管しているとしたときに、それを経費で落としたいという

ふうなときに、そういうインボイス制度というのが掛かってくるのかな。ちょっと私も

今いろいろ見ていると、売上が１,０００万円以下のときには消費税の納税は免除され

るけれども、そのときに登録事業者というふうな証明をやりとりをしないといけないと

いうような話がちょっと出てるもんですから、もしかしたらこれは町の方にも若干関わ

ってくるのかなと思いますので、是非少し内容を精査されとった方がいいのかなと思い

ます。もう一度よろしいでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

井川課長。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

堤委員の言われたインボイス制度につきまして、今後も研究をしてどういう取組をし

なければいけないか、勉強しながら検討してまいりたいというふうに考えております。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。ほかにありませんか。 

それでは質疑はないようでございますから、以上をもって質疑を終了いたします。 

これから討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１２号平成３１年度長与町駐車場事業特別会計の件を採決します。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

５０分まで休憩をいたします。お疲れ様でした。 

（休憩 １０時３５分～１０時４７分） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは休憩前に引き続き委員会を開催していきたいと思います。 

議案第１１号平成３１年度長与町一般会計予算の件を議題といたします。 

本日から予算に入ってまいりますけれども、最初に総務課、情報管理課、契約管財課、



秘書広報課、それから地域安全課という形で、総務部を最初に審議をしてまいりたいと

思います。最初に総務部長から挨拶を求めます。 

○総務部長（山本昭彦君） 

皆さんお疲れ様です。議案第１１号平成３１年度長与町一般会計予算についてでござ

います。総務部所管につきましては今回統一地方選挙、そして夏には参議院選挙を予定

されているようでございます。この分の予算計上と、あと消防等に関しましては消防団

の装備の基準に即した活動服の更新とか計上させていただいております。このあと、そ

れぞれの所管にて説明させますのでよろしく審査のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは早速、総務課の荒木課長から説明を求めます。 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

それでは総務課所管分の平成３１年度長与町一般会計予算につきまして御説明をいた

します。一般会計予算に関する説明書の２４、２５ページをお開きください。歳入でご

ざいます。１４款県支出金３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金の上から

２段目の人権啓発活動地方委託事業委託金４３万２,０００円のうち、総務課所管分は

１万２,０００円でございます。これは人権の花運動に係る事業費に充当することとし

ております。残りの４２万円は生涯学習課の所管となります。次に４節選挙費委託金に

おきましては長崎県議会議員一般選挙事務委託金６２３万７,０００円、参議院議員通

常選挙事務委託金１,１２５万７,０００円を計上、在外選挙人名簿登録事務委託金は存

目でございます。続きまして２８、２９ページをお願いいたします。１６款寄附金１項

寄附金１目一般寄附金１節一般寄附金及び２目総務費寄附金１節総務管理費寄附金はい

ずれも存目でございます。次に３４、３５ページをお願いいたします。１９款諸収入５

項雑入１目雑入１節雑入、上から１５段目にございます研修助成金収入４９万７,００

０円のうち総務課所管分は４７万７,０００円でございます。内容は通信教育と研修機

関派遣事業に係る助成金で、長崎県市町村振興協議会からの一部補填でございます。 

次に歳出について御説明をいたします。４２、４３ページをお願いいたします。２款

総務費１項総務管理費１目一般管理費１節報酬では、上からになりますが行政改革推進

委員会５名の２回分、表彰審議専門委員会８名の１回分、行政不服審査会５名の７回分、

いじめ問題調査委員会５名の３回分、いずれも各委員の報酬を計上しております。２節

給料、３節職員手当等、４節共済費につきましては、町長、副町長、総務部長及び総務

課職員８名、秘書広報課職員４名、契約管財課職員４名の人件費でございます。３節職

員手当では４５ページの１番上の退職手当に係る負担金が前年度比６,２００万円増と

なっております。退職手当負担金の額につきましては５年ごとに、過去５年間の負担金

の納入額と支払いを受けた退職金の差額を調整する仕組みとなっております。平成３１

年度は見直しの年に当たりまして、平成２５年度から平成２９年度までの５か年での退



職者数がそれ以前の５か年に比べ１２名増加しており、受けた退職金の方が上回ったこ

とが主な増の要因として挙げられます。次に４節共済費の上から８段目の社会保険料に

つきましては、全庁的な臨時職員及び一般会計の嘱託職員に係る雇用保険料等を含み計

上をしているところでございます。８節報償費でございますが、こちらは全て総務課の

所管分になります。前年度比約１１９万円の増額の計上です。主な要因は、自治功労者

表彰費の増で町制施行５０周年記念表彰として９３万円を計上しております。このほか、

表彰式典時のアナウンス謝礼を計上しております。１１節需用費の消耗品は例規の追録

代が主なものとなっております。次に、１３節委託料の研修委託料におきましては事務

の効率化を促すためのパソコン研修やハラスメント防止研修、事務ミス防止研修などの

各種研修を平成３１年度におきまして予定をしているところです。また、看板作成委託

料もございます。こちらは平和のつどいを３１年度より屋内で実施する予定としており

ますので、これに伴う看板を作成する委託料を計上しております。次に４６、４７ペー

ジをお願いいたします。委託料の続きでございます。文書廃棄処理委託料１８万９,０

００円でございます。これは機密文書の処理に係るもので、８トン分を現在想定して計

上しているところでございます。 

続きまして６６、６７ページをお願いいたします。２款総務費２項徴税費１項税務総

務費１節報酬の中で固定資産評価審査委員会委員報酬を計上しておりますが、こちらは

３名分の３回分の計上となります。次に６８、６９ページお願いいたします。こちら９

節の旅費の方に同じく固定資産評価審査委員会時の費用弁償１万４,０００円を計上し

ているところでございます。 

次に７４、７５ページをお願いいたします。こちらは選挙管理委員会の所管分となり

ますが、２款総務費４項選挙費１目選挙管理委員会費１節報酬、選挙管理委員会報酬で

ございますが、これは４名分に係る報酬でございます。なお、西彼杵郡の選挙管理委員

会連合会の視察研修に伴いまして、３１年度においては新たに９節旅費に１０万８,０

００円を増額計上及び１４節の方に使用料及び賃借料として自動車借上料を計上してい

るところでございます。続いて２目選挙常時啓発費１節報酬でございますが、これは明

るい選挙推進協議会の委員の報酬といたしまして１６名の２回分を計上しております。

続きまして７６、７７ページでございます。３目参議院議員通常選挙費では今年７月２

８日に任期満了を迎える参議院議員通常選挙の執行経費１,３４８万２,０００円を計上

しているところでございます。続いて７８、７９ページでございます。４目長崎県議会

議員一般選挙費では執行経費７１２万７,０００円を計上、５目長与町長選挙費では選

挙の事前準備に係る経費といたしまして９８万１,０００円を計上しております。ちな

みに町長選挙平成３２年に執行を予定しているところでございます。続いて８０、８１

ページをお願いいたします。６目長与町議会議員一般選挙費では執行経費１,２３９万

９,０００円を計上いたしております。 

次に２０２ページをお願いいたします。以降２１１ページまでが給与費明細書でござ



いますが、２０２ページ、特別職に係る分について御説明いたします。この表の中の区

分欄の１番下、比較の計のところを御覧ください。この中で、その他の特別職について

は前年度と比較して２５０人の増、それから報酬額の改正等もありまして８４０万３,

０００円の増額となっているところでございます。右のページ共済費でございますが、

共済費については２４万４,０００円の減額、給与費共済費の合計では８１５万９,００

０円の増額となっているところでございます。続きまして２０４、２０５ページをお願

いいたします。こちらは一般職分でございます。総括と職員手当の内訳の表になります。

職員数につきましては平成３０年４月の新規採用職員が１０名、同年３月３１日付け退

職者が８名、また、配置転換により他の会計へ２名、他の会計より４名の異動があって

おり、差し引き４名の増となっております。給与費欄の給料、職員手当の増額の主な要

因は昇給と他会計からの職員の増員によるものでございます。続きまして２０６、２０

７ページをお願いいたします。給料及び職員手当の増減額の明細でございます。こちら

は給料と職員手当に区分し増減事由別内訳並びに説明を記載しております。次に２０８

ページをお願いいたします。給料及び職員手当の状況といたしまして、職員１人当たり

の給与と初任給を掲載しているところでございます。２０９ページには級別職員数を掲

載しております。本町の給料表は１級から７級までございますが、級別の職員数につき

まして平成３１年及び平成３０年における１月１日時点での比較を掲載しております。

次に２１０、２１１ページをお願いいたします。上から期末手当・勤勉手当、定年退職

及び勧奨退職に係る退職手当、その他の手当につきまして支給率などの内容及び国の制

度との比較について掲載してございます。次に主要な施策に関する説明書におきまして

は２５ページに特別職・非常勤職員報酬一覧を掲載しており、２９ページには補助金・

負担金一覧を掲載しておりますので、併せて御参照いただきますようお願いいたします。 

以上で総務課所管分の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けたいと思います。 

質疑はありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

４５ページの看板作成委託料で、平和のつどいを屋内で実施するということで、どう

いう看板を想定されているのか。お聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

看板作成委託料でございますが、現在、屋内の文化ホールを想定しております。ホー

ルを利用することを考えておりまして、ホールの正面中央に上の方に掲げる横長い看板

がございます。この看板を作成する費用として計上いたしているところでございます。 



○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

この間、何年ぐらいですかね、かなり長い間屋外でこの平和のつどいを開いていたわ

けですけれども、屋内に変更しようとされた理由をお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

屋内への変更の理由でございますが、１番大きな要因といたしまして、もう近年暑さ

ですね。夕方の時刻にこの平和のつどいというのは開催するわけですが、この中におい

てもまだ暑さが続くと。そういった中で、次にそこには参加される子どもがいて、高齢

者の方がいらっしゃると。並びに来客される皆様がいるんだけど、皆様には立ちっ放し

の状態で参加いただいてる、こういった状態をクリアするために屋内へ変更するという

ところが大きな要因でございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

いつも参加される被爆者の代表の方々も年々高齢化をされてきていることとか、この

間の気温の上昇というのも十分理解はできるんですが、一方でこの平和の広場そのもの

が、平和を祈念する愛・二人という像があったり、町の平和宣言の碑があったり、平和

の塔があって、そして被爆した木の枝分けした部分を幾つか植樹してるということで、

非常に平和をテーマにした広場だというふうに思ってて、一定、長与町のこの間住民の

皆さんが平和に対する意識を育むために利用されてきた場所だと思うんで、言われる暑

さ対策というのは分かるんですが、１つ気になるのはせっかくこれまで整備してきたも

のが余り利活用がされなくなってくることによって、平和に対する意識付けが弱くなっ

ていく恐れはないのか。そこに対するちょっと心配というのがあるわけなんですが、そ

ういった点については、いかがお考えでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

これまで長きにわたって平和の広場の方を活用してまいったところです。屋内に移動

するというところ、やはり近年の暑さを考えて、生死に関わるような問題というところ

もあってのところなんですが、長年使ってきた平和の広場を活用という点では、例えば

式典自体をホールの中で終えたあとに、広場自体は例えば燈篭とかそういったところは

これまでどおり他の事業は続けていくつもりでございますので、例えば足をそちらの方

に向けるというな形、メイン会場はホールに持っていくんだけど平和の広場の方も何と



か利活用ができるような形でいけないかなというふうには考えているところでございま

す。だから、意識付けとしては会場が変わることによって薄れるというのが確かにある

のかもしれませんが、そういったことが極力ないような形で進めてまいりたいというふ

うに思っているところです。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

同じく４５ページで、自治功労者表彰費ということで、５０周年で９３万円の増額と

いうことですが、５０周年に当たり特別表彰というのは、何か条例以外での基準を設け

ての表彰なのかその点をお聞きします。 

○委員長（岩永政則委員） 

関口係長。 

○係長（関口直人君） 

５０周年の特別表彰に関しましては新たに規則を作成して表彰する予定でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

今から規則を作られるということですので、内容的なものというのはきちんとできて

ないかもしれないんですが、大体どういうふうな関係、例えばスポーツ関係が特別です

とか、５０年間の間に何かを継続してきたとか、そういうのがあろうかと思うんですけ

ど、そこの詳細がちょっと分かれば教えていただければと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

今答弁しましたとおり、まだ中身については確かに固まってない状態でございます。

ただ予算を上げる上では一定その辺は考えてはいたんですけど、今現在の予算の計上の

分については４０周年記念のときも同様の表彰を行っておりますので、それがベースと

なっております。前回は郷土芸能であったりとか、毎年自治功労表彰等を行ってますん

で、それを超えて町に貢献した方の表彰ということで、この辺は町長の思いというのも

実は入ってまいりますので、その辺を踏まえて今後要綱の方は作っていきたいと、現時

点においての予算ベースは４０周年というところでの計上をしておるところです。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 



私も今のところで質問をいたしますけれども、５０周年記念として相当増えたわけで

すけれども、表彰状の乱発と揶揄されるようなことがないように。特に大事なのは来年

が町長選挙なんですよ。そういった意味で町民の間に選挙を前にして表彰状を乱発した

と。あらぬ疑いが掛けられないような、実行委員会でそういう表彰先を決めるのか分か

らんけども、そういった部分は十分事務方としてやっぱり注意をしとかんばというふう

に思いますが、そこら辺について何か特別考えがあれば教えていただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

確かに今回５０周年が町長選を控えた時期でタイミングもまずうございます。こうい

ったところにおきましては、私達も選挙管理委員会を司るところでございまして、もち

ろんそういった政治活動とは離れたところで、この表彰自体が行われるべきだと思って

ます。内部の中におきましても選考委員等定めた中で、それをどういう形で推薦してい

くのか、また今後の問題なんですけど、議員のおっしゃるようなこと、懸念されること

には繋がらないような形で進めてまいりたいというふうに思います。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

選挙関係全般にわたってなんですが、年々投票率も低下していく中で、やはり投票率

の向上というのも１つの大事な仕事かと思うんですが、ちょうど３１年が県議選、町議

選、そして国政選挙とあるわけですが、そういった中で選挙啓発についてどういう形で、

どういうふうな方向で進めていこうとされているのか。何か特徴的なもの等があればお

聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

選挙時啓発というふうに普通私どもは呼んでるんですが、先日明るい選挙推進協議会

と選挙管理委員会の委員との合同会議を行う中で、今回の統一地方選に対する選挙啓発

についての話を行いました。そういった中で、現行これまではスーパー、商店等で選挙

の啓発を行う、また新聞の折込の中にチラシを入れたり、こういったところで行ってま

いりました。その他の方法についてもいろんなところを視点を変えて話を進めたところ

ですが、今回につきましては従来どおりのやり方で、イオンタウンを含めたところでの、

できるだけ人が集まるような集客できる日にちに行うというようなところで今進めてい

るところでございます。選挙時だけにおける啓発で投票率が上がるものではございませ

んので、先日も議員からの御指摘ありましたけど、年間を通じての選挙啓発、常時啓発



の分を頑張ってまいりたいと、その上で投票率の向上に繋げていくような形で取り組ん

でまいりたいと思います。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

これは同僚議員の方から以前提案があったと思うんですが、選挙公報が今新聞折り込

みでされてる分を町の公式ホームページの選挙管理委員会のホームページ等で公表した

らどうかというような提案が以前されたというふうに思うんですが、そういったことは

考えられないのかですね。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

前回の町議選からホームページの方には広報等はアップしているような状態でござい

ます。もちろん議員の同僚議員の御指摘があって、それは良いことであるということで

私共も取り入れた次第で、継続して今後もやっていきたいと思っておりますので、御理

解お願いします。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに質疑ありませんか。 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

戻るんですけど４５ページ上段の４節共済費で、社会保険料の関係で臨時職員の分と

いうことでしたけども、これ全体何名分なのか、臨時職員あるいは非常勤職員も含まれ

るのか教えていただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

手元に資料を持ち合わせておりませんが、６０名程度が含まれておると記憶しており

ます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

分部委員。 

○委員（分部和弘委員） 

非常勤の方も入れて６０名ということですよね。今年度は余り関係ないかなというふ

うに思いますけど、来年度一時金の期末手当の対象者になってくるのかなというふうに

思うんですけども、こういった職員の方の推移というものが分かればちょっと教えてい

ただきたいなというふうに思いますけども。ここ１、２年でも構わないですけど。 

○委員長（岩永政則委員） 



荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

１、２年の推移ということで、対象となる職員の数ということで、ほぼ横ばいという

ような形で捉えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

分部委員。 

○総務課長（荒木秀一君） 

６０数名の方が横ばいということで、その方達が来年の一時金の対象になるのかなと

いうふうに思いますが、そういう財政上のそういった試算というのはされてるのか、そ

こだけお伺いしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

今、会計年度任用職員のことをおっしゃってると思います。今、検討委員会を立ち上

げて制度設計を行っている最中で、賃金検討委員会というのを開いて一定の案という状

態、現在ですね。そういった中で予想される金額というのがはっきり申し上げることも

できないんですけど、額的なことで言えば大体５,０００万を超える規模になってくる

というところで、ただ、そこはどういった形で、まだ理事者とも協議を行ってない状態

なんで一定の目安ということで、ちょっとその辺は御勘弁ください。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

先程選挙の啓発について質問があったかと思うんですけれども、行政が市と町とは違

うので、していないのかどうか分からないんですけれども、長崎市の選管辺りでは大学

とかそういった所にも投票率向上ということで市の選管の方々が大学に出向いてという

ことをされておりますし、また期日前というのが、その投票所についてはあった方がい

いのか、無い方がいいのかはちょっとあれですので、県立大学でそこまで町としてでき

るかどうかということと、住所地が長与町にある人がどれくらい、その学生の割合とか

があると思いますので、そこの設置については申し上げないですけれども、そういう大

学とか、例えば高校も３年生は対象になるわけですよね。そういう主権者教育と言うん

でしょうか、その投票率向上に向けた取組というのは、町の選管としてされているんで

しょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 



今回の選挙時の啓発におきましては先程御答弁したとおり、大学の方での啓発は行う

予定にはしてないところです。そういった中で昨年において大学に向けての選挙啓発と

いう意味においては住民票の移動等、こういった話をさせていただいてチラシを配布に

行っております。例えば投票所を構えるとかいう話がございましたけど、県立シーボル

ト校、こちらの方の長与町に住民票を置いている生徒というのが、４年前の当時で言え

ば対象者が当時１、２年生だったんですけども全体８００名程度いらっしゃるかと思う

んですけど、その中の１５０名程度で、その中に何人住民票を置いてるかなというふう

な状況だったんですね。そういった中で、今、投票年齢１８歳まで広がってますので、

そういったこところも視野に入れてまいりますけども、その辺は大学との連携等もござ

います。啓発については、もちろん今いただいた御意見等も参考にしながら、今後大学

の方に行くような話についても、先日行ったような啓発の会議の中で皆さんの方で検討

いただきたいというふうに思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに質疑ありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

議案の中身じゃないんですけれども、今回平成３１年度に改元、元号の変更がござい

ますけれども、これが可決されるとなれば執行して補正がずっと付いてくるというふう

になると思うんですが、この平成３１年度という言葉はもう決算までずっと使われるの

か、その辺りというのはどういう取り扱いになるのかというのは分からないでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

山本総務部長。 

○総務部長（山本昭彦君） 

元号が変わるということですけども、今のところ、この議案自体が議案として平成３

１年度ということで今上げておりますので、３１年度はそのまま３１年度でいいのでは

ないかと私は思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤議員。 

○委員（堤理志委員） 

私別にそれがだめだとは言ってなくて、ただ、おそらく６月９月１２月で補正がある

ときには僕らの意識の中には新しい元号がずっと意識付けされてるのに、議案名として

は平成３１平成３１というのが出てくるもんだから、非常に実態と議案名の中の何とな

く感覚のずれが生じるもんで、何か、これは長与町だけの問題じゃなくて国会にしろ、

地方議会にしろ出てくるのかなと。その辺、別に何も国からも特に指示もないというこ

となのかをちょっと確認だけしたかったんです。以上です。分かればお願いします。 

○委員長（岩永政則委員） 



山本総務部長。 

○総務部長（山本昭彦君） 

この元号に関しましては、まだ国の方もはっきり決まってないようでございます。総

務省辺りでも２０１９年度と西暦を使ったり、そういう話も出ておりますけども、国の

方からもはっきりとした見解の方まだ示されてないようでございます。この件に関しま

してはもう多分自治体ごと、企業は契約等もございますので企業等もそういう話で進ん

でいくのでないかと私どもは思っております。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。ないですか。いいですね。 

そしたら総務課につきましては以上で質疑を終了いたします。お疲れ様でした。 

３５分から情報管理課を行います。３５分まで休憩します。 

（休憩 １１時２５分～１１時３１分） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

情報管理課の審査に入ってまいります。説明を求めます。 

堀池課長。 

○情報管理課長（堀池英二君） 

平成３１年度一般会計当初予算に関しまして総務部情報管理課所管分について、事項

別明細書に基づき説明させていただきます。歳入につきましては、マイナンバー制度情

報連携中間サーバーシステムで補助金が予定されていますが正式な通知があっておりま

せんので、確定次第計上したいと考えております。当初分としては歳出のみ計上してお

ります。よろしくお願いいたします。一般会計予算に関する説明書の５８、５９ページ

をお開きください。歳出になります。人件費につきましては、２款総務費１項総務管理

費９目電子計算費２節給料１,７８０万８,０００円、３節職員手当等１,３１５万５,０

００円、４節共済費５６７万３,０００円でございます。職員４名分の人件費となって

おります。９節旅費につきましては電算協議などに係る普通旅費を計上しております。

１１節需用費１４６万につきましては基幹システムの大型プリンターのトナーなどの消

耗品費及びパソコン周辺機器の修繕料でございます。１２節役務費５,９３２万５,００

０円でございますが、ドメイン手数料につきましては長与町が取得しておりますインタ

ーネットメール接続のためのドメイン名の維持管理費でございます。６０、６１ページ

をお開きください。同じく役務費、回線使用料２１８万７,０００円につきましては、

県や自治体間の通信や社会保障税番号制度情報連携の回線として使われている総合行政

ネットワークでありますＬＧＷＡＮ回線の接続料１１２万５,０００円。庁舎内で使っ

ております財務会計システムを保育所、小中学校で使用できるように環境を構築してお

ります。その回線使用料９９万４,０００円。インターネット接続系のセキュリティ強

化を図るため、長崎県自治体情報セキュリティクラウドというアプリケーションサービ



スへ参加をいたしております。その接続使用料６万８,０００円となっております。デ

ータセンターサービス利用型基幹システム使用料につきましては住基システム、税シス

テムなどの基幹システムの使用料でございます。次に１３節委託料２,７８９万円でご

ざいますが、電算システム運用開発委託料の主なものとしては電算システム運用管理委

託料１,１７７万２,０００円、これは業者からＳＥ１名に常駐していただき、職員への

運用支援などシステムの運用管理に対して支援いただくものでございます。その他３１

年度における法改正対応システム改修委託料などを計上しております。次に町字名マス

ター保守委託料、ホスティング委託料、裁断機保守委託料、圧着機保守委託料をそれぞ

れ計上しております。１４節使用料及び賃借料３,７６７万７,０００円でございますが、

電子計算機及び周辺機器リース料につきましては前年度比４４９万１,０００円の減額、

３,６０１万８,０００円で、前年度に引き続き一般事務用パソコンを一部リースから購

入に切り替え経費節減を図ることとしております。次に裁断機リース料、圧着機リース

料、ウイルス対策ソフト使用料をそれぞれ計上しております。１８節備品購入費８２６

万５,０００円につきましては、平成３１年度中にリース切れとなる一般事務用のパソ

コン機器８１台分の購入費になります。１９節負担金、補助及び交付金７４７万８,０

００円でございますが、地方公共団体情報システム機構負担金４万５,０００円につき

ましては昨年度と同額を計上しております。長崎県自治体情報セキュリティクラウド運

用負担金１８９万４,０００円につきましては、長崎県が行っております県内市町のイ

ンターネット接続ポイントの集約とセキュリティ監視の共同利用を進めることで、経費

の削減とセキュリティ水準の向上を図るための運用経費の負担金となります。社会保

障・税番号制度中間サーバー・プラットフォーム交付金５３１万３,０００円につきま

してはマイナンバー制度の中間サーバー運用経費に係る交付金でございます。この交付

金に関しまして前年度比３２８万３,０００円の増額となっております。増額の要因と

いたしましては国における中間サーバーシステムの再構築がございます。増額分に対し

まして補助金が出る予定になっております。次に、電算用機器共同調達事務費負担金２

２万６,０００円につきましては長崎県市町村行政振興協議会が行います電算機器共同

調達を利用することにより、パソコン導入費の節減を図りたいと考えております。電子

計算費全体を通しまして昨年度と比較しますと３,１５４万５,０００円の増額となって

おります。増額の要因といたしましては、機構改革により人件費が含まれるようになっ

たためでございます。物件のみで見ますと５０９万１,０００円の減額となっておりま

す。続きまして２２０、２２１ページをお願いいたします。債務負担行為に関する調書

でございます。上から２段目の電子計算機及び周辺機器等リース料１,１１６万３,００

０円及び１番下のデータセンターサービス利用型基幹システム使用料２億１,９３５万

１,０００円がございます。一般財源からの支出となっております。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 



説明が終わりました。質疑を受けたいと思います。 

質疑ありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

６１ページの１９節の１番最後の電算用機器共同調達事務費負担金。これは県市町村

云々で共同で一括購入するというふうな考え方かなと思うんですが、もう一度、これは

パソコン本体なのか、それとも周辺機器も含んだところなのか、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

堀池課長。 

○情報管理課長（堀池英二君） 

お答えいたします。平成３０年度に長崎県市町村行政振興協議会からパソコンとプリ

ンターの共同調達の打診がありまして、それに参加した形となっております。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤議員。 

○委員（堤理志委員） 

最近、パソコン関係をリースでするよりも購入した方が経費の節減になるんだという

ふうな説明を受けてきたんですけれども、もしかしたら話出たのかもしれないんですが、

通常リースの場合だと、何か故障したりとかバージョンアップしたときにその辺りも対

応してくれたんじゃないかと思うんですが、購入となるとそういう何か故障があったり、

それからバージョンアップ等について、また新たな経費が掛かる恐れがないのか。それ

も含めてでもそちらの方が安いのか。これはどういう状況でしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

大山課長補佐。 

○課長補佐（大山康彦君） 

お答えします。今回の共同調達、県内の各市町村が共同で一斉に調達という格好をと

ってますので、今まで町の方が調達をする場合というのが１０台とか２０台とかそうい

う規模だったんですけれども、県内の自治体が集まることによってもう１００台単位で

の調達ができるということになりますので、１台当たりの単価がかなり安くなると。今

委員おっしゃられたとおり、修繕の部分出てくる可能性あり得ると思いますが、１台当

たりの単価が安くなりますので、修繕料を見込んだとしても十分対応は可能と。費用的

にトータルコストは安くなるという判断で共同調達の方を選択してます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

今のに関連してですけども、非常に良い制度かなと思うんですが、この負担金をずっ

と出して、今同僚議員が言ったように、例えばいろんなメンテナンスとかそういったも



のが発生したときに、ここの事務局で何か発注をするとか、そういうシステムにはなっ

てないんですかね。ただ購入だけですかね、そういうことなんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

堀池課長。 

○情報管理課長（堀池英二君） 

お答えいたします。今回共同調達ですけれども、オプション保守も含めることもでき

るんですが、今回長与町としては、オプションは含めずに購入いたしました。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

６１ページの１８節備品購入費８２６万５,０００円。昨年も９７７万ぐらい当初は

組んでおって、ちょっと決算は見てませんけれども、毎年この多額の計上しておるとい

うのは、今回はどういうものを購入する予定なのか教えてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

堀池課長。 

○情報管理課長（堀池英二君） 

今回の備品購入は８１台分のパソコンのみとなっております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。いいですか。 

それでは質疑をこれで終了をいたします。情報管理課お疲れ様でした。 

それでは１時１０分から開会をいたします。それまで休憩をいたします。 

（休憩 １１時４５分～１３時０８分） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは休憩前に引き続き委員会を行います。 

ただいまから契約管財課の審査に入ってまいります。説明を求めます。 

井川課長。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

それでは、議案第１１号平成３１年度長与町一般会計予算、契約管財課所管につきま

して御説明いたします。事項別明細書の方で説明をさせていただきます。 

まず、歳入でございますが１４、１５ページをお開きください。１２款１項１目１節

管財使用料ですが、これは長与駅コミュニティホール使用料の分でございます。３万８,

０００円計上しております。続きまして１６、１７ページをお開きください。１２款２

項１目７節登記手数料１,０００円でございますが、これは存目で計上しております。

続きまして２４、２５ページをお開き願います。１４款３項１目１節総務管理費委託金

の市町村権限移譲交付金（土地確認）の分でございます。１,０００円ですが存目で計



上いたしております。続きまして２６、２７ページをお開きください。１５款１項１目

１節土地貸付収入でございます。４００万３,０００円のうち契約管財課所管分は４０

０万円でございます。続きまして２８、２９ページをお開きください。１５款２項１目

１節不動産売払収入でございますが存目で１,０００円計上いたしております。続きま

して３０ページ３１ページをお開きください。１７款１項１目１節駐車場事業特別会計

繰入金、これも存目で計上いたしております。続きまして３２、３３ページをお開きく

ださい。１９款５項１目１節雑入でございます。契約管財課所管分につきましては上か

ら２番目の現金自動預入支払機設置使用料７２万円計上しております。その５行下、清

涼飲料水自動販売機設置使用料３６７万３,０００円のうち６４万８,０００円を計上い

たしております。続きまして３４、３５ページをお開きください。上から１番目２番目

の庁舎電話使用料は６,０００円の計上です。庁舎コピー使用料につきましては２１万

６,０００円計上いたしております。その３行下の町村有自動車損害共済返戻金は存目

で計上しております。そこから５行下になります電柱等設置使用料は２万５,０００円

のうち１万８,０００円を計上しております。その９行下にありますが、境界立会他証

明書等交付手数料１万円のうち契約管財課分は１,０００円存目で計上しております。

その４行下の町村有自動車損害共済金、その下の町村有建物災害共済金１,０００円に

つきましても存目で計上しております。雑入合計で１６１万２,０００円でございます。 

続きまして歳出の方でございます。４２、４３ページをお開きください。２款１項１

目２節給料でございますが、契約管財課分につきましては４名分で１,４０８万８,６０

０円、それから３節職員手当等につきましては８３５万３,８８０円です。次に４４、

４５ページをお開きください。４節共済費につきましては４４６万２,２６８円が契約

管財課分となります。契約管財課分の人件費合計としまして２,６９０万４,７４８円で

ございます。次に５０、５１ページをお開きください。２款１項５目財産管理費でござ

います。１節報酬は４万３,０００円を計上しております。９節旅費は４万１,０００円

でございます。１１節需用費は全体で３,０１２万３,０００円でございます。主なもの

としまして電気使用料１,０２８万７,０００円、それと修繕料４４６万２,０００円で

ございます。修繕料につきましては、トイレとかブラインド、照明器具、公用車の修繕

を予定いたしております。１２節役務費は６１９万２,０００円を計上しております。

主なものとしまして電話料が４４６万１,０００円でございます。１３節委託料でござ

いますが、全体で４,０９０万１,０００円計上いたしております。主なものが電話交換

委託料６４１万５,０００円。公共用地雑草刈払い委託料３５０万円。次の５２、５３

ページでございますが、庁舎管理委託料、これは庁舎自体のビル管理業務の分でござい

ますが８７５万４,０００円。庁舎管理委託料、これはシルバーの守衛業務の分でござ

いますが８８９万１,０００円。庁舎清掃委託料、これが２５４万５,０００円。長与駅

清掃管理委託料を３７２万２,０００円計上いたしております。続きましてそのページ

の１４節使用料及び賃借料ですが、主なものは印刷機リース料が２２１万１,０００円、



公用車リース料が５７９万９,０００円、合計で９４３万３,０００円計上いたしており

ます。続きまして１５節の工事請負費でございます。これは庁舎施設整備改良工事費と

して１００万円。普通財産整備工事費として５０万円。施設等改修工事費、長与駅、高

田駅分でございますが、これが５０万円。合計の２００万円を計上いたしております。

次に１８節備品購入費でございますが４０万２,０００円を計上しております。続きま

して１９節負担金、補助及び交付金ですが、主なものが長与町公共施設等管理公社補助

金４,４２０万８,０００円でございます。次に５４、５５ページをお開きください。２

７節公課費でございますが、自動車重量税として５台分で９万円を計上しております。 

以上簡単でございますが説明を終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑を受けたいと思います。質疑ありません

か。ないですか。金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

５１ページの電気使用料ですが、これは新電力を見込んで２７０万の減ということで

よろしいでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

議員おっしゃられるとおり、その分の減によるものです。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

これは庁舎内の関係かと思うんですが、庁舎以外の施設、そちらの方の契約というの

は今後どういうふうな形になっていくんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

今回当然うちが上げさせていただいているのは庁舎分の減ということになりますが、

年末に電力自由化に伴った入札を行いまして、庁舎のみならず高圧施設のある町内１７

施設を全て一括して入札に付しております。ですので、高圧施設である他所管の施設に

ついても同様に減額をさせていただいているものと理解をしております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

私も５１ページの１３節委託料のところで、電話交換委託料が昨年と比べれば２８万

ぐらい少なくはなっているようなんですけれども、ダイヤルインに移行されて、もちろ



ん代表電話がある以上は電話交換の業務というのは必要かと思うんですけれども、頻度

というか、減ってきているのか。電話交換業務だけじゃなくて受付も連動してるのか、

ちょっと私も分からないんですけれども、そこら辺の仕事量についてというのは、こう

いう予算を立てる上で検討されたことはあったんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

井川課長。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

電話交換の着信数とかいうのは月々委託の検査の中で分かるんですが、今ちょっと持

ち合わせておりませんけども、そこまで急激に件数が減ったということは考えておりま

せん。それで受付自体を常に把握しているわけではございませんので、受付の業務量と

いうのがどのくらいであるかというのはちょっと把握してないところでございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

電話交換業務は電話を取る業務と下の受付を交代でされているという認識かと思うん

ですけれども、一時期は２人体制で受付におられたこともありましたし、ときにはちょ

っと受付に人が居なくて、何か置いて不在にするということが一時期あったかと思うん

ですね。今は概ね、私もずっと見ているわけではありませんけれども、お１人の方が受

付におられる。その体制がいろんな検討をなされてしていっているものだとは思うんで

すけれども、今現在その電話交換を含めて何人の方で交代をされているんでしょうか。

この金額の中で何人の方を雇用しているのか教えて下さい。 

○委員長（岩永政則委員） 

井川課長。 

○契約管財課長（井川勝信君） 

今現在は合計４人で、ローテーションで行っているところでございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

４人ということ分かりました。先程、いろいろ検討されてそういうふうに変わってき

てるのかと私もいろいろ言いましたけれども、概ねこれから先は今の１人体制というか、

一時期は２人、もう１人立ってましたよね。何か案内をするために充実させるために立

ってらっしゃったのかな、もう１人の方がですね。今現在は１人、概ねいらっしゃるん

じゃないかなと思うんですけど、１人体制というか、１人でやっていくという。３１年

度についてはそういった形でしていくという方向でよろしいんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

井川課長。 



○契約管財課長（井川勝信君） 

３１年度につきましても今年度同様１人受付が常に居るという体制でいくものと考え

ております。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに。金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

１つお聞きしたいんですが、１４節のリース料の件なんですが５３ページ、印刷機の

リースが２２０万、公用車のリースが５８０万ぐらいということで、パソコン関係はリ

ースよりも購入が良いということでずっと購入で切り替えていってますよね。この印刷

機のリースとか公用車に関しては、やはりリースの方がまだ安価というか安く上がる、

メンテとか考えたらですね。そういうふうな考え方なんでしょうか。どうでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

お答えさせていただきます。件の印刷機リース料に係る分なんですが、従前から締結

しております債務負担行為による契約になりますので、今後その債務負担行為の契約期

間が切れたのちには、当然どちらが安価なのかというのを見積もりを取りつつ判断をし

てまいりたいと思います。公用車リースに関しては、購入よりもリース契約の中に小規

模の修繕であったりとか車検費用も含まれておりまして、今のところ比較考慮した場合、

リースの方が安価であるというふうな判断をさせていただいております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。いいですか。 

それでは質疑がないようでございますから、これで質疑を終了いたします。 

契約管財課は以上で終わります。お疲れ様でした。 

５分休憩をいたします。３５分から開始をいたします。 

（休憩 １３時２９分～１３時３４分） 

○委員長（岩永政則委員） 

それじゃ休憩前に引き続き委員会を行います。秘書広報課の審査に入ってまいります。

説明を求めます。中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

平成３１年度一般会計当初予算秘書広報課所管分の説明をさせていただきます。 

初めに歳入から説明させていただきます。歳入は５２万円を計上しており前年度に対

し増減はございません。予算に関する説明書の３２、３３ページをお願いします。１９

款諸収入５項雑入１目雑入１節雑入の１行目、キャラクターグッズ販売料１２万円は全

額秘書広報課分になります。こちらがキャラクターグッズの販売料でございます。３４、

３５ページをお願いします。上から１６行目、広告掲載料４８万４,０００円のうち４



０万円が秘書広報課分となります。こちらはホームページのバナー広告分になります。              

続きまして歳出をお願いします。秘書広報課分は人件費を除く２,７０９万９,０００

円を計上しております。前年度と比較いたしまして６９３万７,０００円の増額となっ

ております。これは後程御説明いたしますが、町制施行５０周年に関連するものが主な

ものとなります。説明書の４２、４３ページをお願いします。２款総務費１項総務管理

費１目一般管理費３億５,４２２万１,０００円のうち９９５万７,０００円が秘書広報

課分で１０万６,０００円の増額となっております。４４、４５ページをお願いします。

９節旅費、普通旅費２３８万円のうち２２５万７,０００円が秘書広報課分でございま

す。昨年と同額でございます。１０節交際費、町長交際費２０７万８,０００円は全額

秘書広報課分で同額でございます。１１節需用費、消耗品費６８７万９,０００円のう

ち１０３万３,０００円が秘書広報課分でございます。内容といたしましては、新聞購

入費、資料代、事務用品などが主なものでございます。１,０００円の減額をしており

ます。食糧費２１万１,０００円のうち９万円が秘書広報課所管分でございます。昨年

と同額でございます。印刷製本費３３万９,０００円のうち４万円が秘書広報課分でご

ざいます。昨年と同額でございます。修繕料２０万５,０００円は全額秘書広報課所管

分となります。こちらは着ぐるみのメンテナンスに係る経費でございます。増減がござ

いません。１２節役務費、クリーニング料１万９,０００円も全額秘書広報課所管分と

なります。こちらも増減はございません。通信運搬費１７万６,０００円のうち５万６,

０００円が秘書広報課分になります。昨年まで郵便料で計上していましたはがき代２万

４,８００円を通信運搬費に改めて計上したため２万５,０００円の増額となっておりま

す。郵便料が２万５,０００円減額となりますので１２節役務費における増減はござい

ません。１３節委託料をお願いします。上から４行目秘書業務委託料３０３万６,００

０円は全額秘書広報課分になります。内訳といたしまして公用車運転点検業務委託料に

１４５万９,７２８円、秘書業務委託料に１５７万６,０８０円を計上しております。公

用車運転点検業務委託料につきましてはシルバー人材センターにお願いしておりますが

時間単価が１,２００円から１,４４０円、秘書業務委託料につきましては管理公社にお

願いしておりますが時間単価が７７０円から８００円と時間単価が上がることにより委

託料が３０万８,０００円増額しております。公用車運転点検業務委託料の改定につき

ましては、平成２４年度に運転業務の委託を再開してから７年間単価の改定を行ってこ

なかったため今回見直しを行うことにより処遇の改善を図るものです。４６、４７ペー

ジをお願いします。１４節使用料及び賃借料をお願いします。自動車借上料４２万円の

うち３４万２,０００円が秘書広報課分になります。増減はございません。有料道路等

使用料１７万６,０００円のうち１５万２,０００円が秘書広報課所管分になります。こ

ちらも増減ございません。駐車場使用料５万４,０００円のうち１万９,０００円が秘書

広報課所管分になります。こちらも増減はございません。一般管理費は以上になります。 

続きまして２目文書広報費をお願いします。こちらは全額秘書広報課所管分で６８３



万１,０００円の増額計上をしております。８節報償費、記念品代は広報ながよ新年号

のクイズ正解者の記念品代になります。増減はございません。９節旅費の普通旅費、研

修旅費につきましても増減はございません。１１節需用費になります。消耗品費は増減

はございません。印刷製本費は広報ながよに５０周年の特集などを掲載予定のため、前

年よりページ数を２ページ増として計上しております。部数につきましては精査を行い

３００部減としていますが、全体としては３４万２,０００円の増額となっております。

１２節役務費、ドメイン管理手数料につきましては新設となりますが、現在ホームペー

ジアドレスのＨＴＴＰをＨＴＴＰＳに変更する作業を行っています。Ｓがセキュア、安

全に行うという意味ですが現行のホームページにＳＳＬという暗号化機能を追加し通信

を暗号化することで、通信中の情報漏えいや個人情報の流出を防ぎホームページの安全

性を保障するものです。ドメイン管理手数料はこの証明費用として毎年掛かる経費とな

ります。１３節委託料をお願いします。１行目、ホームページ保守更新業務委託料は消

費税分の２万２,０００円が増額となります。町制施行５０周年特設ホームページにつ

きまして、町制施行５０周年を迎えるに当たり特設ページを平成３０年９月に開設いた

しました。２行目、町制施行５０周年特設ホームページ保守更新業務委託料につきまし

ては、特設ホームページが平成３０年度が七月分、平成３１年度は１年間十二月分公開

されますので、五月分の約１１万円の増額となっております。３行目、町制施行５０周

年記念誌・記念動画作成業務委託料につきましては、５０周年記念事業といたしまして

記念誌を２,０００部、記念誌の世帯配布用ダイジェスト版を１万４,０００部、記念動

画２０分程度のものを作成を予定しております。４８、４９ページをお願いします。１

９節負担金、補助及び交付金をお願いいたします。こちらの増減はございません。以上

で事項別の説明を終わらせていただきます。主要な施策につきましては長与町一般会計

予算に係る主要な施策に関する説明書の９、１０ページ、こちらに広報ながよ、それか

ら１１、１２ページに政策企画課の町制施行５０周年記念事業の説明欄に記念誌及び記

念動画作成を記載しておりますので御参照ください。以上で秘書広報課所管分の説明を

終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから質疑に入ってまいります。 

ありませんか。歳入歳出併せて結構です。金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

４７ページ、委託料のところでお聞きします。１番下、これ記念誌が２,０００部、

ダイジェスト版が１万４,０００、そして記念動画２０分程度のものの作成ということ

ですが、この金額のうち記念誌と動画、別々の金額というのはお分かりでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 



まず記念誌２,０００部につきましては１９８万円、世帯配布用のダイジェスト版が

１０７万８,０００円、記念動画作成に３４７万７,９２５円、こちらの記念動画作成に

つきましてはＤＶＤの作製１,０００枚も含んだ料金となります。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

ＤＶＤ１,０００枚ということですが、これは配布先が決まっているとか何に使うと

か、そういうのはあるんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

記念誌及びＤＶＤの方は１１月に行われます記念式典の際に来場者等に配布する予定

としております。それから動画の方が少ない理由は、ホームページ等に動画の方を載せ

たいなと思ってまして、記念誌のみの配布の場合も予想しておりますので、一応１,０

００枚の作製予定としております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

このＤＶＤがとりあえず１,０００枚作って、配布かどうかまだはっきりはしていな

いんでしょうけど、以前、生涯学習課の方でこういうふうな動画を作成したんですよね。

それがどのくらい使ったのか分からないんですけど、貸出可能ということで生涯学習課

に置いてはあったそうなんですが、１年ぐらい経ってから借りに行ったら、今まで１度

も借りに来た人がいないというぐらい、あまりこう効果が無かったというのもあるので、

その点をちょっと考えながら１,０００枚という作製は考えられた方が良いんじゃない

かなとちょっと思いましたもので。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

数量等におきましては再度精査を行います。ありがとうございました。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

同僚議員の質問に関連してなんですが、動画の分がＤＶＤも含めてというのはお聞き

しましたけども、それでも３４７万というのは結構な金額かなというふうに思うんです

が、これはどこかプロか放送局とかそういった所に制作を依頼するような計画なのか。

いかがでしょうか。 



○委員長（岩永政則委員） 

浦川係長。 

○係長（浦川真君） 

動画作成についてお答えいたします。動画につきましては町制施行５０周年というこ

とで、５０年ほど前の古い動画を使っての作成をしたいと考えております。そのため５

０年前から存在した放送局、そういった所に作成を依頼したいと思っておりますので、

プロにお任せするということで３５０万の金額になっております。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

ということは、要するにそういう過去の収録したものの、アーカイブと言いますかね、

その中に長与町を結構持ってる、一定もうあらかた話が、ほぼそういう所にというよう

なところまで、もう進んでるといういうふうに理解してよろしいでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

現在、業者の方からどういう長与町に関連する映像があるかという一覧をいただいて

おります。その中から５０年記念に沿うような動画、それからそれと併せて古い映像を

メインに現在の長与の映像と合わせて２０分程度の番組制作を依頼する予定としており

ますので、動画の作成料も入った形での委託料となります。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

それからＤＶＤを作製するということですけれども、今動画についてはインターネッ

トでの配信というのも非常に進んでるんですが、そういったことは今回の部分では考え

てらっしゃらないのかですね。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川係長。 

○係長（浦川真君） 

今回の動画に関しましてはＤＶＤの作製と同時に、それをダイジェストにまとめたよ

うな少し短いバージョンだったり、あと YouTube に掲載だったり、そういった方法を考

えて、あとからでも皆様に見れるようにという形での作成を考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

私の知り合いなんかも放送局に居たりするんですが、非常に権利関係とかが厳しいと



いうこともありまして、例えば、その放送局が持ってるアーカイブと新たな映像とミッ

クスさせて作ったものを長与町のホームページ、YouTube などでアップしたときに放送

局が持ってる権利と言いますか、その辺りとの兼ね合いなんかは大丈夫なのか、あとで

トラブルにならないかなというのも懸念されるんですが、その辺りはいかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川係長。 

○係長（浦川真君） 

動画の委託に関しましては、これから契約を結ぶわけなんですが、その際に仕様書等

にそういう権利の関係もきちんと謳いまして、あとでこちらの使用に支障がないように

作成をしたいと考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

次に４７ページのドメイン管理手数料のところで、ＨＴＴＰＳに変更するということ

ですが、今現在町民の方とかが長与町のホームページをお気に入りと言いますか、そこ

に登録してワンクリックで表示できる方が、今回この新たなＨＴＴＰＳになった場合に

どうなるのか。その辺りはどういうふうな対応と言うか、何も一般利用者には影響が無

いのかどうかをお聞きしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

浦川係長。 

○係長（浦川真君） 

現在ＨＴＴＰのものをＨＴＴＰＳに変換したあとでも、今のアドレスから普通に飛ぶ

ような仕様になっておりますので、その辺りは問題無いと思っております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに質疑ありませんか。ないですか。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

参考までに教えて欲しいことが１点ありまして、この記念品代の部分なんですが、確

かお正月号でクロスワードパズルか何かされてますよね。ちなみにどのくらい応募があ

って何人ぐらいこれに当選するのか、もし分かれば教えていただきたい。 

○委員長（岩永政則委員） 

２８,０００円の根拠を。浦川係長。 

○係長（浦川真君） 

すみません。正確な数字は持ってくるのを忘れたんですが、おおよそ２００ほど応募

がありまして当選の方は３０になっております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。いいですか。それでは質疑を打ち切りたいと思います。 



以上で秘書広報課は終了といたします。お疲れ様でした。 

１４時１５分まで休憩をいたします。 

（休憩 １３時５７分～１４時１２分） 

○委員長（岩永政則委員） 

休憩前に引き続き委員会を行います。ただいまから地域安全課の説明を求めます。 

山口理事。 

○総務部理事（山口功君） 

それでは平成３１年度当初予算の地域安全課所管分について御説明申し上げます。 

平成３１年度一般会計予算で地域安全課所管分につきましては、歳入の合計が１,８

１６万４,０００円、職員人件費を除いた歳出の合計が４億９,２６８万６,０００円と

なっております。最初に歳入でございますが一般会計予算書９ページをお開きください。

第３表地方債ですが地域活性化事業の９００万円は防犯灯ＬＥＤ化事業の起債事業の借

入限度額でございます。次に予算に関する説明書の１４、１５ページをお開きください。

１２款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料２節コミュニティセンター使用料で

すが、これはふれあいセンター及び長与南交流センターの施設使用料となっております。

次に２０、２１ページをお開きください。１３款国庫支出金３項委託金１目総務費委託

金１節総務管理費委託金で自衛官募集事務委託金となっております。次に２２、２３ペ

ージをお開きください。１４款県支出金２項県補助金１目総務費県補助金１節総務管理

費補助金のうち上から２行目の石油貯蔵施設立地対策等補助金８２万円は消防第３分団

の消防ホース乾燥柱新設工事の補助でございます。次に２４、２５ページをお開きくだ

さい。同じく５目商工費県補助金１節商工費補助金で、長崎県消費者行政推進補助金４

８万７,０００円は主に消費者行政担当職員の研修旅費としての補助金でございます。

次に同ページの３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金の１行目、市町村権

限移譲等交付金につきましては、県の広報紙「つたえる県ながさき」の全世帯配布に係

る交付金でございます。次に２８、２９ページをお開きください。１５款財産収入１項

財産運用収入２目利子及び配当金１節利子及び配当金の上から１行目のふるさとづくり

基金運用収入と、上から３行目の防災基金運用収入がそれぞれ地域安全課所管分でござ

います。次に同ページの１６款寄附金１項寄附金５目消防費寄附金１節消防費寄附金が

地域安全課所管分でございます。次に３０、３１ページをお開きください。１７款繰入

金２項基金繰入金３目ふるさとづくり基金繰入金１節ふるさとづくり基金繰入金のうち

７０万円が地域安全課所管分となります。次に同ページの４目防災基金繰入金１節防災

基金繰入金３７万８,０００円が地域安全課所管分でございまして、自主防災組織新規

組織設置に伴う助成に充当する予定でございます。次に３２、３３ページをお開きくだ

さい。１９款諸収入５項雑入１目雑入１節雑入の上から５行目、市町村交通災害共済加

入推進助成金、それから上から７行目の清涼飲料水自動販売機設置使用料のうち２１万

６,０００円が地域安全課所管分で、ふれあいセンターに２台、南交流センターに１台



の計３台を設置しております。その下の火災保険料のうち２９万７,０００円が自主防

災センター等の火災保険料の負担分として地域安全課所管となっております。また、そ

の下の各種施設電話使用料のうち１,０００円と、その下の各種施設コピー使用料のう

ち１,０００円が地域安全課所管分です。また１番下の太陽光発電余剰電力売払収入の

１,０００円につきましては、長与南交流センターの太陽光発電設備に係るものでござ

います。次に３４、３５ページをお開きください。上から１０行目の電柱等設置使用料

のうち１,０００円がふれあいセンター敷地内に設置された電柱設置使用料分でござい

ます。下から１０行目の消防団員安全装備品整備等助成金は消防分団用の発電機購入事

業の助成金でございます。また下から８行目のコミュニティ助成事業助成金の１８０万

は、消防団ラッパ隊冬季制服等の購入の１００万円と、避難介護用移動帯を購入するた

めの８０万円の助成金でございます。また下から６行目のニュータウン防災センター電

気使用量の５万円は、防災センターの電気使用料分で地域安全課所管となっております。

またその下の各種施設電気使用料の２,０００円は消防格納庫における無線ＬＡＮ設置

分の使用料となっております。次に３６、３７ページをお開きください。２０款町債１

項町債１目総務債１節地域活性化事業債の防犯灯ＬＥＤ化事業充当起債で、今回は全体

事業費が１,０００万で充当率９０％の９００万が起債額となっております。 

続きまして歳出でございますが予算に関する説明書の４２、４３ページをお開きくだ

さい。２款総務費１項総務管理費１目一般管理費１節報酬の中で上から２行目の防災会

議委員報酬５万６,０００円と３行目の国民保護協議会委員報酬８万４,０００円と、そ

の下の危機管理専門員報酬の３００万円、下から２行目の避難行動要支援者避難支援連

絡協議会委員報酬５万６,０００円が地域安全課所管分でございます。防災会議委員の

報酬対象者は８名でございます。国民保護協議会委員の報酬対象者が１２名、避難行動

要支援者の対象者は８名でございます。なお危機管理専門員は嘱託職員として１名勤務

しております。次に４４、４５ページをお開きください。４節共済費で社会保険料のう

ち４８万９,０００円が危機管理専門員の社会保険料分となっております。次に同ペー

ジの９節旅費の普通旅費のうち１万５,０００円が消防係関係の旅費、費用弁償のうち

１４万１,０００円が非常勤職員の旅費でございます。それから２万８,０００円が防災

会議と国民保護会議及び避難行動要支援者支援連絡協議会の委員の費用弁償で地域安全

課所管分となっております。次に４６、４７ページをお開きください。１９節負担金、

補助及び交付金で上から２行目の自衛隊家族会補助金２万円、その下８行目の長崎県水

難救済会負担金７万円、その下９行目の九州北部小型船舶安全協会会費が地域安全課所

管分となり、その下１０行目の西彼杵防衛協会会費２万円が西海市、時津町、長与町で

構成された組織の負担金となっております。次に５４、５５ページをお開きください。 

２款総務費１項総務管理費７目交通安全対策費でございますが、前年度と比較しまし

て総額で８４９万５,０００円の減額となっておりますが、１３節委託料の交通量調査

委託料５１９万６,０００円の減額が主な要因でございます。主なものを御説明いたし



ます。１節報酬の交通安全対策協議会委員報酬は１６万９,０００円で報酬対象者は１

２名でございます。年に２回会議を開催しております。また、交通指導員報酬としまし

て２２２万、定数は３０名で活動をお願いをしております。７節賃金でパート賃金の２

７万は市町村交通災害共済加入促進のための臨時職員の賃金と通勤手当でございます。

次に８節報償費の高齢者運転免許証自主返納奨励金につきましては、６５歳以上の長与

町民の方で運転免許証を自主返納された方に限りまして３,０００円のバスカードを１

人１回で配付をしております。次に１１節需用費の電気使用料は防犯灯、街路灯の電気

代で総数が３,６３６件分でございます。修繕料は防犯灯とカーブミラーの修繕や取り

替えを行っております。１３節委託料のカーブミラー点検業務委託料は町内の１,１４

３か所を予定しております。次に１５節工事請負費のカーブミラー設置工事は約１５基

の新設を予定しております。防犯灯新設工事は約２５基で１０２万３,０００円、防犯

灯ＬＥＤ化事業は１,０００万、５００基を予定をしております。なお、交通安全対策

工事費は停止指導線、交差点マーク等約１２４メートルの設置を予定しております。 

次に６０、６１ページをお開きください。２款総務費１項総務管理費１０目地域振興

費でございます。８節報償費の自治会長報償費は均等割の１１万円と世帯割の６５０円

掛け１０月１日現在の世帯数に自治会加入率を乗じて合計した金額が算定基礎となって

おります。平成３０年１０月１日の住基世帯数に自治会加入率７０.６％を乗じまして

１万２,０００世帯となっております。次に６２、６３ページをお開きください。１９

節負担金、補助及び交付金の自治会振興補助金は均等割の５万円と世帯割１,５００円

に１０月１日の世帯数に乗じた合計金額が算定額となっております。先程の世帯数は１

万２,０００世帯となっております。地域振興補助金は５地区のコミュニティへ各９０

万の補助金となっております。また大学による地域活性化事業補助金の２０万円は大学

との連携による地域活性化事業の補助金でございます。次に同ページになりますが、１

１目長与町ふれあいセンター管理費でございます。前年度と比較しまして総額で２,０

００円の微増でございます。主な内容としまして１節報酬の館長報酬は月額２０万円の

１人分でございます。７節賃金のパート賃金は事務員２名の交代制でございます。施設

の維持管理等は概ね前年度と同額となっております。次に６４ページをお開きください。

１２目長与南交流センター管理費でございますが、前年度と比較しまして総額で８５万

５,０００円の増額です。主な内容としまして１節報酬は館長報酬月額２０万円の１人

の配置でございます。７節賃金のパート賃金は事務員２名で、施設の維持管理は概ね前

年度と同額となっております。次に１３８、１３９ページをお開きください。 

７款商工費１項商工費１目商工振興費の中で９節旅費でございますけども、普通旅費

のうち９,０００円と費用弁償８万９,０００円が地域安全課所管分でございます。費用

弁償８万９,０００円は消費生活相談員研修会等の旅費でございます。１１節需用費の

中で消耗品２０万３,０００円のうち１９万３,０００円が消費生活相談員研修会テキス

ト代や啓発用のリーフレット代となり地域安全課所管分となっております。 



次に１５４、１５５ページをお開きください。９款消防費１項消防費１目非常備消防

費でございますが、前年度と比較しまして総額で２,４９０万円増額となっております。

主なものとしましては負担金、補助及び交付金の広域消防事業負担金２,１９５万円と

需用費の新基準消防活動費の６４０万６,０００円の増額が主な要因となっております。

主な内容としまして１節報酬、消防団員報酬１,０８６万７,０００円は本部分団を除く

２７７名分の消防団員報酬でございます。８節報償費の本部団員報償費５２万５,００

０円は本部分団１３名分の団員報償となっております。９節旅費の費用弁償４１０万３,

０００円は消防団員の研修及び出動手当となっております。１１節需用費の消耗品７７

４万５,０００円のうち、先程申し上げました６４０万５,５２０円が消防団員の新基準

の活動服代となっております。次に１５６、１５７ページをお開きください。１８節の

一般備品購入費は、消防ラッパ隊の冬季制服１６７万６,４００円とポンプ操法大会用

備品５５万５,５００円の購入代となっております。１９節負担金、補助及び交付金の

うち退職報償負担金は退職奨励金のための消防基金への負担金で１万９,５００円の２

９０名分となっております。広域消防事業負担金は長崎市消防局管内の１１名分と長崎

市北消防署４６名分と本部経費と合わせたものが対象となり、主に基準財政需要額で案

按分した負担金となっております。また分団運営補助金は基本額に人員割６００円を加

えた金額となっております。また浜田出張所経費分担金は浜田出張所維持管理費と公債

費を合わせた金額となっております。消防団員運転免許教習助成金につきましては消防

団員の普通免許オートマ限定解除のための教習料金の半額補助を行うものでございます。 

次に１５６、１５７ページでございます。９款消防費１項消防費２目消防施設費でご

ざいますが、前年度と比較して総額で１,０１６万２,０００円の減額となっております。

主なものとしましては移動系無線撤去工事費及び消防小型ポンプ付積載車の減額が主な

要因でございます。主なものとしまして１３節委託料の防災行政無線保守点検委託料の

３３４万８,０００円は防災行政無線親局１、子局６１、最新子局３の保守点委託料で

ございます。次に１５８、１５９ページをお開きください。１５節工事請負費のホース

乾燥柱新設工事１３６万４,０００円は消防第３分団のホース乾燥柱新設工事の予定と

なっております。１８節備品購入の消防備品購入費１１１万５,０００円はインバータ

ー付発電機９台購入予定をしております。１９節負担金、補助及び交付金の長与町水道

事業会計負担金は、消火栓維持管理負担金としまして５,０００円掛け３６３基分とな

っております。次に３目水防費でございますが、前年度と比較しまして総額で１４５万

１,０００円の増額となっております。主な内容としましては１２節役務費９３万円の

全国町村会災害対策費用保険料が主な要因となっております。次に４目防災対策費でご

ざいますが前年度と比較しまして総額で９３万６,０００円の増額となっております。

１３節委託料の自主防災消火器設置委託料の２２１万１,０００円は取り替えに１３０

本の消火器を予定しております。１９節負担金、補助及び交付金の自主防災組織運営補

助金の１７１万円は、既存の４４組織と新規の１組織の運営補助金でございます。 



次に長与町一般会計に係る主要な施策の成果に関する報告書９、１０ページをお開き

ください。この部分が地域安全課所管分となり、掲載をしておりますので御参照いただ

きますようお願いいたします。最後に基金の状況につきまして４３、４４ページに掲載

をしております。ふるさとづくり基金と防災基金が地域安全課所管分となります。 

以上が平成３１年度におきます地域安全課所管分の内容でございます。御審査のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので質疑を受けたいと思います。質疑ありませんか。歳入は１５

ページからです。１５、２０、２１、２５まで。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

６０ページから６１ページ辺りまでの地域振興費の、ちょっと自治会関係のことでお

伺いをしたいんですが、ある町民の方からちょっと問い合わせがございまして、各自治

会ごとに自治会費というのは当然違っているわけなんですけれども、社会福祉協議会の

募金を自治会費の中から納めてるというのはかなりあると思うんです。私が住んでいる

自治会も自治会総会の中でそれが承認をされておりまして、私もそれに問題ない、問題

ないと言いますか、それで了承してやってるんですが、長与町内の町民の中でそのこと

について、募金を自治会費から入れるということでいいのかということをちょっと私も

ある住民の方から話がありました。それでそのことについて住民の方と該当する自治会

長との中で話し合いが少しあったそうなんですよ。それでそういう問題がもし出てくる

としたら、当然地域安全課の方にもそういったことについてどう対応すればいいのかと

いうことが自治会辺りから問い合わせがあるんじゃないかなと。あったのか今後あるの

か分かりませんが、そういった場合にそれについての町としての考えはこうですよとい

うものがあるのかどうか。聞くところによると募金というのはあくまでも任意なもので、

自治会で一括するというのは何か裁判でもそれはだめだとなってるんですよというよう

な話、私も直接はその判例を見てはいないんですが、そういうふうになってるんだとい

う話もあって、じゃあ今度予算があるから担当課に見解を聞いてみようというふうに思

ったんですが、そういう自治会等からの相談にどういうふうに対応するのか、その辺り

の見解があればお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口課長。 

○地域安全課長（山口功君） 

まず、そういう相談があったかということでございますけども、直接という表現はち

ょっと適切かどうか分かりませんけども、ほかの方を通じてこういうことがありますと

いうことはちょっと聞いてますけども、御本人から直接こちらの方に相談というのはあ

っておりません。ただ、それもこの内容をずっと見させていただいて検討せんばいかん

なということはしておりまして、うちの課の中ではあくまでも自治会が任意団体という



１つもありますし、そういうのも含めて、今後そういうふうな協議する場があれば、そ

こはその中でも話をする場があればいいかなと考えております。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。ほかに。山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員） 

確認ですけども、５５ページの交通指導員。先程３０名で活動してるということであ

りましたけど、ここは３０名おられるんですかね。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口理事。 

○総務部理事（山口功君） 

お答えします。現在は２３名でございます。今後につきましては実は新しい方をとい

うことで、あと２、３名は今予定のある方が入ってはいるんですけども、そこはまだ。

交通指導員は９月が本来任期替えになるもんですから、それまでの間にということで考

えております。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員） 

指導員の方はいろいろ休みにも関わらず活躍をしていただいておりますので、本当に

ありがたく思っておりますけども、少ない数でやっておられますので、できるだけ３０

人揃える格好でしていただければと思っております。それからその下のカーブミラーが

１５、防犯が２５やったですか。これは自治会からの要望がこれだけ上がっているんで

すかね。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口理事。 

○総務部理事（山口功君） 

自治会からの要望はまだ、年度当初の自治会長会の中でまた説明させていただいて、

そこで要望と。今までの大体の経験値と言ったらおかしいんですけども、推計しまして

このぐらいということで予算化をさせていただいてます。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

１５５ページの非常備消防のところでお伺いをしたいんですけれども、今回、新基準

に即した活動服への更新を行うというふうなことになってるんですが、そもそもその新

基準というのがどういったものなのかというところから御説明いただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

山本係長。 



○係長（山本洋佑君） 

新基準活動服の件なんですけれども、今の消防団の活動服がほとんど青を使ってまし

て、夜間での火災等で視認性を高めるために平成２６年に総務省から基準等の一部改正

の通知が出ておりまして、オレンジ色をたくさん入れるようにという通知が出てます。

今の活動服がほとんど青を使ってますので、３１年度にオレンジの色を入れた活動服を

２９０名分購入したいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

ということは、ほぼ全団員分を更新するということだろうというふうに理解しますけ

れども、主要な施策に関する説明書の中ではアポロキャップ等の装備品というのもあり

ますし、以前から靴を革靴に交換したりというふうなこともやってこられたと思うんで

すが、今回アポロキャップとオレンジ色の活動服にするということでやれば、その新基

準を満たすのか。それともまだ今後もいろいろと、その基準に適合するために年次的に

進めていくものが出てくるのか、この辺りはいかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口理事。 

○総務部理事（山口功君） 

お答えさせていただきます。先程も担当の方から話がありましたように平成２６年に

この基準が出されまして、追々県内もその方向で変更していっているところでございま

す。本町も３１年度ということで、今予算計上をお願いしてるとこでございますけども、

これは総務省の方でまたいろんな形での、例えば別の意味の基準が出てきたらそれに対

応していかなくちゃいけないのかなとは考えております。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

もちろん今後改正がある可能性があるというのは別に置いといて。今、示されている

基準には今回の予算措置で全て対応できるのかというのが質問したところなんですが。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口理事。 

○総務部理事（山口功君） 

失礼しました。今回の装備で基準をクリアすることになります。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

６３ページの地域振興費の１９節でちょっとお尋ねですが、補正のときにも若干言い



ましたけれども自治会長研修補助金、毎年３月の定例会で減額補正が出てくるわけです。

今回も３１名の参加で５７万が減額補正をされたと。結局６割ぐらいですか参加者が。

だから、そこでまずお尋ねしたいのは、参加してない自治会長、この方に対してはどの

ような対応をされておるのかお伺いをします。 

○委員長（岩永政則委員） 

朝居係長。 

○係長（朝居健太郎君） 

お答えいたします。自治会長会の研修が毎年６割ほど出席をいただいてるんですが、

不参加の会長につきましては役場の方から資料の方をお送りいたします。と同時に自治

会長会と理事会の中で研修の御報告をさせていただいております。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

参加した人は大体１人当たり３万ぐらいの経費が掛かっとるわけよね。不参加の人達

はもう全く何も無い。基本的にはそうでしょ、今の話ではね。資料を差し上げたという

ことですけども、そこら辺で１年間頑張ってくれた同じ自治会長として、参加者と不参

加者ではそういう違いがあるというのはいかがなものかなという気がするわけです。私

はなぜこれを言うたかというと、町長の施政方針でも身近な組織である自治会やコミュ

ニティ、引き続き支援すると。これは例年どおりの文言だと思いますけれども、自治会

の加入率がこれだけ下がってきておるので何とかしようという、それは努力をしておら

れますけれども、もうこういった、確かに研修をしておられると思うけども、夜は恐ら

く懇親の場だと思うんですよね。あらゆる聖域を設けないで経費も見直しをするんだと

言う。聖域という言葉は施政方針の中にありませんけれども無駄を排除して、これ無駄

とは言いませんけれども、最近世の中そう泊まりがけで旅行に連れていって一杯飲んで

という、そういうものは今の世の中あんまり流行らない。その分をもっと自治会の加入

率アップのための、自治会に何らかの助成をするとか、そういった金の使い方をしてい

かんと毎年半分、５、６割の参加者しか無いのに同じように毎年予算を計上して、毎年

減額補正をすると、いつまで続けるのかなという気がする。そこら辺についてちょっと

考え方を教えていただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口理事。 

○総務部理事（山口功君） 

お答えさせていただきます。まず研修補助につきましては参加者数で精算をしますの

で、参加された方にはその分の補助という形で、参加されてないからといって差が出る

ということはないのかなというふうに考えております。もう１つは、本人が参加されな

い場合には御家族の方とか、奥様とか、ほかの役員の方という形で御案内もしてるんで



すけども、なかなか御参加の方に結びついていないというのも事実でございます。あと、

やはりこの今の研修もいろんな所をさせてもらってます。災害に関すること、また自治

会の組織に関することとか、いろんな所を研修していただいて、やっぱり現地でないと、

やはりいろんな実態を見ていただくというのも１つの大きな研修の目的じゃないかなと

思っておりますし、またその後もほかの方へ役員会とか会議の中でもそういう話をして

いただいておりますので、そういうふうな実績というのも上がってきてるんじゃないか

なと私達は考えております。ただ今後日程の問題とか、そういうのはちょっと調整を図

りながら検討していきたいと考えております。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

ちょっと具体的に聞きますけれども、何月に実行したのか、それと視察研修先、どこ

に行かれたのか、その研修の目的は何なのか、それと不参加者の参加できない理由。も

うリタイアした人達とかいうのは参加しやすい環境でしょうけども、若い自治会長とか

いうのはなかなかやっぱりできない。基本的に自治会町が参加できない場合の代理でも

よかとなっとるんじゃないかなと思うけど、そこら辺なってないのか。そこら辺でもな

おかつ６割ぐらいの参加率に留まっておるというのはどういう理由なのか。そこら辺は

調査とかしたことがあるのか、お尋ねをします。 

○委員長（岩永政則委員） 

朝居係長。 

○係長（朝居健太郎君） 

お答えいたします。３０年度の自治会長研修ですが、まず日程としまして７月末に開

催をしております。自治会長会の研修と保健環境連合会の研修を同時に行っておりまし

て、１日目に自治会長研修といたしまして福岡県の志免町役場に自治会長研修の方をお

願いをしております。内容につきましては、福岡県志免町の方が人口４万人ほどという

ことで長与町と非常に近い人口構成であります。かつ、福岡市を中心に衛星都市として

現在も栄えておりまして人口も伸びております。非常に状況的に長与と同じということ

で、自治会の活動等の研修を参考にさせていただきたいという思いから志免町役場の方

にお願いをしております。２日目の保健環境連合会の研修につきましては、大分の方に

移動いたしまして太平洋セメントの方で資源化リサイクルの研修をさせていただいてお

ります。参加者についてですが、参加者はもちろん自治会長本人と奥様と自治会役員の

方を念頭におきまして参加を募っております。しかしながらやはりお仕事の都合とかも

ございますし、あと家庭も事情がございまして参加できないという方も４割のぼっとる

んですけれども、詳細な不参加の理由につきましては伺っていないところでございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。ほかにありませんか。分部委員。 



○委員（分部和弘委員） 

同じ６３ページなんですけども１９節の１番下、大学による地域活性化事業補助金で

すけども、確か先程の補正で減額補正されて、前年度も確かシーボルト校から佐世保校

へ学科が移動したということで連携できなかったということで、それも減額補正されて

いたかなというふうに思います。今回上げてるということであれば、何か検討されてる

項目とか、そういった連携ということで何か検討されてるのかお伺いしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

朝居係長。 

○係長（朝居健太郎君） 

今回大学による地域活性化事業補助金を計上いたしましたのが、２月２４日になりま

すけれども防災アトラクションというのを開催しております。大学の方で防災アトラク

ションにつきまして興味があるというお話を伺っておりまして、今後、大学の方のもち

ろん都合もございますけれども、学生を主としてそういう事業が実施できれば、町とし

てもお手伝いできればと思いまして、こちらの予算を計上させていただいております。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

５５ページの交通安全対策費で、この中には交通安全だけじゃなくて防犯関係も含ま

れているというふうな理解でお伺いしたいんですが、町長の施政方針の中で町民の皆様

に、よりタイムリーな情報提供をできるように警察等と連携していくというふうに書か

れてあるんですが、３１年度で何か新たな、よりタイムリーな情報提供というのは具体

的に何か新たな方策とかが検討されるのか、そこはいかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口理事。 

○総務部理事（山口功君） 

お答えいたします。今「キャッチくん」ですね、メールで送る分がございます。それ

から今、北部地区のコミュニティは「カギかけんば」「犯罪なく３（さん）ば運動」の

推進モデル地区としてもがんばっていただいております。いろんな警察との連携という

のもいろんな形で行いながら、そういうのを含めて一定やっていければいいかなと考え

ております。また、今後につきましても今の事業をまず継続をさせていただくというこ

とと、あとは地域の見守り事業も一定の拡大と言いますか、そういうふうなことができ

ないかなとも考えておりますけども、またこれはいろいろと今後検証していく必要があ

るかなと考えております。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 



これで地域安全課の審査を終わりたいと思います。お疲れ様でした。 

３時１０分まで休憩します。 

（休憩 １４時５７分～１５時０８分） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは休憩前に引き続き委員会を行います。ただいまから政策企画課の審査に入っ

てまいりたいと思います。久保平部長から一通りの説明を求めます。 

○企画財政部長（久保平敏弘君） 

それでは企画財政部の御審議をいただくに当たりまして一言申し上げたいと存じます。

まず包括的観点でございますが、町長が施政方針の前段にて言及いたしました平成３１

年度のめぼしい事業というのがございます。病児保育をこの夏を目途に再開。平成３２

年度の必修化に先立ち、小学校でのプログラミング教育を一早く全ての小学校にて実施。

住民票等のコンビニ交付サービスを導入。高田南土地区画整理事業では国や県の協力を

仰ぎながら一括施工による早期完了を目指すというものでございます。これ以外にも、

その他のめぼしい事業といたしまして、低所得世帯子育て世帯向けプレミアム付商品券

事業。地域子育て支援拠点事業。仮称道の尾中央公園整備事業。公園長寿命化事業。給

食共同調理場、単独調理室への空調設備設置事業。運動公園の整備事業。ふれあい公園

のバックネット補修。町民文化ホールの防水改修工事も予定しております。一方で部内

を申し上げますと、基本的にはバックデスクでございますので、余り具体的な事業とい

うのは無いんですが、乗合タクシーの試験運行を延長いたします。それと、新たな総合

計画へ向けての町民意識調査、ワークショップを開催いたします。計画の策定は３２年

度でございますが、３１年度にこういった仕事に着手をして３１年度中に基本構想の骨

子の作成まで漕ぎつけたいと考えておるところでございます。限られた財源の中で喫緊

の課題への対応、それと地方創生の観点にて、やりくりをして編成した予算でございま

す。委員の皆様には先程の総合計画に向けての骨子の作成に当たりまして、様々な場面

での御意見を賜りたいと考えておるところでございます。 

よろしく御審議のほどお願い申し上げます。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは荒木課長から説明を求めます。 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

それでは政策企画課所管分の説明を申し上げます。説明書に沿って御説明いたします。 

まず歳入で１８、１９ページをお開きください。１３款２項１目２節地域活性化補助

金でございます。地方創生推進交付金７９万７,０００円、これは３つの事業について

計上いたしております。事業費の２分の１が措置されるものでございます。内訳は長崎

県と県下２１の市町が共同設置いたします長崎移住サポートセンターの運営費負担金に

係るものが１３万５,０００円、県と大村湾沿岸自治体との連携による大村湾活性化プ



ロジェクト４万９,０００円、町単独事業として健康ポイント制度に係るものが６１万

３,０００円となっております。次に２２、２３ページになります。１４款２項１目１

節総務管理費補助金、土地利用規制等対策費交付金５万９,０００円を計上してます。

同じく地方創生移住支援事業補助金１５０万円は国が創設いたしました地方創生推進交

付金の新たなメニューに係るもので、内容については歳出で御説明申し上げます。次に

２６、２７ページをお開きください。１４款３項１目５節統計調査費委託金でございま

す。これは毎年度実施される基本調査並びに３１年度実施が予定されております基幹統

計調査等に係る委託金でございます。次に２８、２９ページをお開きください。１５款

１項２目１節利子及び配当金、下から３行目の国際交流基金運用収入が１,０００円の

存目計上でございます。次に３０、３１ページ中段でございます。１７款２項２目１節

の国際交流基金繰入金３１万４,０００円、長与町国際交流協会への補助金の財源でご

ざいます。同じくその下、３目ふるさとづくり基金繰入金１節２,２００万１,０００円

のうち２,１３０万１,０００円が企画課所管分でございまして、町制施行５０周年記念

事業の財源として一括して計上をしております。充当先の事業につきましては主要な施

策の１１から１２ページを御参照いただければと思います。続けて説明を申し上げます。

３４、３５ページをお開きください。１９款諸収入５項雑入でございますけれども、上

から１１行目長崎県市町村振興協会国際交流支援事業補助金１４０万５,０００円のう

ち１２５万６,０００円が政策企画課所管分で、長与町国際交流協会への補助金の財源

でございます。同じく雑入の真ん中付近です。とうけいながよ売払収入は１,０００円

存目計上でございます。以上が歳入です。 

続きまして歳出５６、５７ページをお開きください。２款１項８目企画費でございま

す。１節報酬は各附属機関の会議開催に係る報酬でございます。２節から４節までは部

長以下職員９名分の人件費、続いて８節報償費ですけれども、男女共同参画の講師謝礼

３万円のほか、町制施行５０周年記念事業に係る実行委員会委員報酬、それから記念品、

これも５０周年です。それと記念式典の出演謝礼、そのほか第１０次総合計画に係るワ

ークショップ開催の報償費７８万４,０００円を計上しております。次の９節、１１節

につきましては、各事業に関する会議や事務連絡等の旅費及び消耗品費等を計上してお

ります。１２節郵便料８７万円はまちづくり町民意識調査に係るものでございます。広

告料１６万９,０００円は、５０周年のＰＲとしてバスの車内アナウンスを行うもので

ございます。１３節委託料ですが、結婚相談業務の委託のほか、乗合タクシー運行委託

料は地域公共交通会議の意見を踏まえまして、今年度実施をした２地区における乗合タ

クシーの試験運行の期間を延長し、さらなる検証を行うものでございます。また、看板

制作委託料の一部と会場設営委託料、交通警備委託料、次のページのＣＭ制作放送委託

料につきましては５０周年記念事業として公開番組の誘致に係る経費でございます。民

法の番組「なんでも鑑定団」の出張鑑定を想定しております。それから第１０次総合計

画策定業務委託料につきましては２０２１年度からの次期基本構想、基本計画策定の支



援を委託するものでございます。来年度は主に町民意識調査とワークショップの開催、

基本構想の骨子作成を想定しております。１４節使用料及び賃借料は会議等の出席に係

る自動車借上料、有料道路等使用料を計上しております。１９節負担金、補助及び交付

金は主なもののみ説明いたしますが、長与町国際交流協会補助金が１５７万円、男女共

同参画推進事業補助金６万円は長崎市、西海市、長与町、時津町、２市２町で構成する

県南地域男女共同参画活動促進会議が実施をいたしますリーダー育成事業に対する補助

金でございます。長崎移住サポートセンター運営費負担金２７万円は歳入で御説明した

とおりサポートセンターの運営費負担金でございます。町制施行５０周年記念事業補助

金４０万円は、５０周年を記念して町民等が自主的に企画し実施する事業に対し補助金

を支給するもので、昨年度の補正予算において債務負担行為の設定をお願いしていたも

のでございます。それから交通系ＩＣカード利用環境整備補助金１２０万７,０００円

はバスの乗車の際に利用されております長崎スマートカード、これがシステム、カード

自体、共に老朽化をしてるということで更新を予定をされているというもので、県のバ

ス協会に対して国庫補助対象経費の１２分の１を各市町で負担をするものでございます。

次の地方創生移住支援事業補助金２００万円につきましては、東京圏からのＵＩＪター

ンの促進、地方の担い手不足の対策として国が創設した地方創生に関する補助メニュー

でございます。県が来年度から運営をしてまいります求人情報サイトを通じて中小企業

等に就業した場合に、移住先の市町村が移住に要する費用としまして最大１００万円を

支援するというものでございます。補助の割合につきましては国が２分の１、県が４分

の１、市町村が４分の１となっております。２５節積立金は国際交流基金積立金の１,

０００円、存目計上でございます。 

少し飛びまして８２、８３ページでございます。２款５項１目統計調査総務費でござ

いますが、これは統計総務及び統計調査員確保に要する経費を計上しております。同じ

く２目基幹統計調査費でございますが、毎年度実施される各種基本調査のほか３１年度

は経済センサス基礎調査、農林業センサス、全国家計構造調査が実施をされます。また、

３２年度に実施されます国勢調査の準備経費も併せて計上をしております。 

説明は以上でございますが、別添、主要な施策に関する説明書１１、１２ページに政

策企画課分の主な事業を掲載しておりますので併せて御参照いただければと思います。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので、ただいまから歳入歳出併せて質疑を受けたいと思います。

質疑ありませんか。金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

５７ページ、乗合タクシー運行委託料でお聞きします。２地区を延長ということでお

聞きしましたが、実際に使ってる方の声というか、そういうものというのもお聞きしな

がらの延長かというふうには考えますが、道の尾方面の１路線に関しては方向が長与を



向いてるんではなくて長崎を向いてるというのをよく聞くんですが、実際税金を使って

する乗合タクシーなので実際は長与方向に持ってくるのが当然ではないかと言う意見が

あったりするんですが、その辺りの考え方というのが住民の利便性というところでは、

いたし方ないのかな、病院方面というのはあるんですけど、お聞きできればと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

試験運行の２地区につきましては、それぞれの地域でお話をお伺いしながら、今年度

試験運行の期間中においてもアンケートですとか、利用された方は車内でお配りしたり、

そうでない方も地域の沿線の住民の皆さんにお配りして御意見を伺ってきたところです。

まずこの乗合タクシーの目的なんですけれども、町内にはバス路線が張りめぐらされて

るということで長与から長崎市方面というのは非常に充実をしているんです。その幹線

系へのフィーダー、支線という形での導入ということで運行しています。これは道の尾

地区に限らず中尾団地もそうです。という観点でいくとそれを中央の方にバス路線と同

じように運行するということはなかなか難しいということと、地域の方にお伺いした御

意見の多くはやはり病院ですとか買い物というのは近辺と言いますか近くで済ませてる

ということで、始点終点も厚生会病院に設定をしたということでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに。山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員） 

せっかくですのでお聞きしたいと思います。５７ページ、結婚相談事務についてでご

ざいますけども、係の方は力を入れて一生懸命やっておられると思いますけども、実態

として段々段々、失礼な言い方かも分かりませんけど、下火になっていっているような

表現は悪いですけども、なっているような感じはしますけども、３１年度についてどの

ような方針でやっていかれるのか、分かればお聞きしたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

結婚相談事業でございます。御指摘のとおり平成２６年度に開設をした当初は会員数

が１１５名いらっしゃいました。ピークとしては２７年度の１６１名、その後右肩下が

りと言いますか、登録者が年々減少している状況です。昨年度、まだ御存じない方も多

くいらっしゃるという声もありましたので、婚活の応援パンフレットというものを作り

まして、全世帯配布し周知を図ったところではございますが、今年度も今現在６５名の

登録者数ということでなかなか伸びない状況でございます。町内の取組としては来年度

も引き続きイベントの充実ですとか会員登録の増に向けて取組を行ってまいりたいと思

っておりますが、一方で県の方も県下全域でお見合いのマッチングシステムも導入して



２年目３年目になるんですかね、になりますし、新たに個人同士のお見合いだけじゃな

くて職場での出会いということも視野に、職場のグループ同士のマッチングという取組

も新たに進めてまいります。こういった取組も当然長与町としても一緒になって県と連

携をして取り組んでいくんですけれども、それらの事業とのすみ分け、似たようなこと

を広範囲でやってるという部分もありますので、町単独での事業も継続しつつ、来年度

はその辺りの検証も行っていきたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員） 

是非、人数が減っておりますけども、やっぱり加入をされた方は一生懸命な気持ちで

加入をされていますので、今言われますように是非継続して途中で止めることがないよ

うにしていただきたいなと思っております。いつか私達で研修に行った所では、例えば、

同級生、若い人の同窓会とか何とかするときに補助をして、そこで同級生同士がカップ

ルになるような、そういった自治体もありましたので、是非継続してやっていただきた

いと思います。それからあと１つ、もう昨日からもいろいろテレビの放送に興味があり

まして聞いておりますけども、「なんでも鑑定団」ですけども、まずこれが選ばれるか

選ばれんか分かりませんので、時期的なことは分からないと思いますけども、町として

はいつ頃という思いがあるのか。そしてまた、この予算が４８万６,０００円ですかね。

これでやっていけるのかなという心配もあります。その辺をちょっと説明していただけ

ればと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

まずはスケジュールの件ですけれども、今回の「なんでも鑑定団」につきましては、

まず番組への応募をしないといけないということになっています。その内容、時期的な

もの、スケジュール、それと開催する場所、例えば時期も場所も近いのであれば、どち

らかがだめだろうというような話も聞いてます。それから企画の内容、こういったもの

で一定判断をされて内定という形が出るそうです。内定が出ましたら出演の希望者の募

集を行うんですけれども、番組サイドとしては最低出品応募が１００名ほど欲しいと。

と言うのが、テレビ番組ですのでユニークなエピソードも踏まえたようなお宝がたくさ

ん出てくることが望ましいという趣旨だと思います。それをクリアすれば開催の決定と

いうことで、実際には６件程度が収録放送という形になるそうです。時期についてはこ

れからテレビ局の方と話を詰めていきたいと思っております。それと予算ですけれども、

先程申し上げた幾つか委託料がまたがっておりまして、トータルで１０７万円になって

おります。一定この範囲で可能ではないかというふうに考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 



ほかに。中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

５８、５９ページの１９節負担金、補助及び交付金の下から２行目の交通系ＩＣカー

ド利用環境整備補助金。先程説明の中に長崎スマートカードが更新を予定していて、そ

れの市町の負担金というか補助金というか、それの更新に係るものということでござい

ましたけども、スマートカードかなり歴史が結構日本の中では古く取り掛かったもので、

よくＪＲとかそういったものと、福岡辺りでしたらバスとか、そのカードでコンビニで

使えるとか、そういうこともあるのかと思うんですけども、スマートカード独自のシス

テムということでＪＲと一緒にならなかった。なってないと思うんですが、この更新を

した場合は両方使えるようになるのか、お分かりになれば教えていただきたいんですが。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

現在の長崎スマートカードは県内と佐賀県の一部ですかね、交通機関の現行で１０社

が導入をされてるという共通のカードになってます。御指摘のとおり地域の独自のカー

ドですのでＪＲとの相互利用ができないということです。今回この１０社のうち７社が

全国相互利用交通系ＩＣカードと言いますけれども、nimoca というブランドと言うんで

すかね、導入するようなってまして、この導入によってＪＲとの相互利用が可能という

ふうになっております。一方で残る３社、これが長崎バスとその関連会社になるんです

けど、は現在の導入と同じような地域の独自カードを導入するということになっており

まして、バス自体は nimoca を持ってれば長崎バスには乗れるということになってます。

ただ、その独自カードを持っててもその他の県営バスであったり路面電車には乗れない

というふうな形になっております。双方、メリット、デメリットがあるようでございま

して、例えば共通利用ができるものについては１枚持ってれば何でも乗れるよというの

は当然メリット。デメリットとしては拡張性がないということなんです。全国共通です

ので独自で何かそれに付加機能を付けようとしてもなかなか難しいと。逆に独自カード

でいけばそれがメリットになり得て、例えば高齢者バスを独自に始めようとしたときに

もカードの中にその情報が書き込めるとか、そういった利用ができる。あと地域内での

カードですから、そこに蓄積されたビッグデータを活用して今後の活性化策に県内に使

えたりとか、あと電子マネー機能というのは両方ともあるそうなんですけども、ポイン

トが貯まったりお金として使えたりと独自カードであれば地域内でお金が循環する。共

通カードだったら、例えばポイントを使えるのが福岡県が今のところ主らしいんです。

ポイントが貯まってもなかなか使えないと。そういった両者のメリット、デメリットを

踏まえた上での経営判断だったと思いますけれども、現状では一応そういうふうに予定

がされております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 



中村委員。 

○委員（中村美穂委員） 

今聞いて大体分かったんですけど、使う方としては１枚あってＪＲも何でもかんでも

乗れればとても便利。だけどお金と言うか、地域限定されることによって、よそに行か

ないと言ったらいいんですかね、そういうこととか、そういうデータを使って今後何か

に使うということで、私は多分今年初めてこれが出たのかなと思うんですけれど、整備

補助金ということで長与町が嫌だとか言って、これに関わらないとかいうことでは多分

ないと思うんですけれども、こういう１２０万というお金を整備に投じるということな

ので、一定この近隣市町が皆さん協力してということになるのかなと思ったので、新し

いやり方で、もう少し変わっていくものかと思ったもので聞いたんですけども、一定は

理解をいたしました。分かりました。もう１つお尋ねしたいんですが、この整備補助金

は今年度のみのものなんでしょうか。それとも、まだそのシステム改修にもっとお金が

要るからまだ来年度とか、ずっと継続して支出があるものなのかだけ教えてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

今回の補助金が、今のカードがもう古くなったので更新の時期に来てるということで、

更新に係る経費でございますので、当面と言いますか、来年度の予算措置で一定新たな

カードの利用になっていくものでございます。先程の補足なんですけども、現行１０社

のうち７社が共通カードと申し上げました。今回のこの補助金はこの共通カードの部分

のみになります。残りの３社、長崎バス関連の独自カードにつきましてはスケジュール

の関係上、国の補助金が使えなかったということもございまして、そうであれば県や各

市町からの負担も求めることができないだろうという判断で、独自で導入をされるとい

うことでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

主要な施策に関する説明書の１１、１２の第１０次総合計画策定業務の中にワークシ

ョップを実施するに当たり町民の代表を交えとなってるんですが、ワークショップ形式

で策定に協力をしてもらうというのは初めてなんじゃないかなと。前回されたのかちょ

っと分からないですけど、町民の代表者というのは公募かなんかされるんでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

ワークショップについてでございますけれども、前回１０年前、現行の基本構想を策

定した時もワークショップという形で住民の皆様の御意見を伺う機会を設けております。



具体的に申し上げると４つの分野、保健福祉、教育文化、産業経済、生活環境というこ

とで各分野に精通された方、代表者という方もいらっしゃいますし、公募によって何名

か入っていただいたと。それぞれ７名程度の構成で４回にわたって開催をしております

ので同様に想定をしているところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかに。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

同僚議員が言われた交通系ＩＣカードについてちょっと詳しくお聞きしたいんですが、

今我々長与町民と言いますか、長崎南部の方で言えば長崎バス、県営バス、ＪＲ、それ

から長崎電気軌道、あると思うんですが今回の新たなシステムになることによってどれ

が対応できる、どれが対応できないというのが分かればちょっとお聞かせいただきたい。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

カードをベースに話をしますけれども、nimoca という全国共通のカードを持っていら

っしゃれば、今委員がおっしゃられたＪＲ、長崎バス、県営バス、路面電車、全て御利

用が可能です。今回長崎バスが導入しようとしている地域の独自カード、これを持って

いらっしゃる方は長崎バス系列の交通機関でしか使えないということになります。です

からＪＲと県営バスと路面電車では御利用ができないということになります。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

ちょっと私の頭の中がちょっと混乱してるんですけれども、今回整備することによっ

て nimoca ではなく独自なやつになるんですよね。ということは、この整備によって端

的に言えば長崎バス系しか利用ができないということになるんですか。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

少し複雑ですので私の説明の仕方がおかしかったかもしれませんけど、今回は nimoca

の導入に係る経費の一部を負担するという補助金でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

今カードの話でしたが、最近スマートフォン関係にそういったものを入れてＩＣとい

う形なのか、それで通行できるというようなのもあるんですが、今回のやり方ではスマ

ートフォンでの対応というのはどういう形になるか分かればお聞かせいただきたい。 



○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

今は訪日外国人が利用しやすいようにということもあって、どこでも使える共通カー

ドという流れになってきております。国もそれを推奨しておりますのでそうしたカード

の整備については一定の支援をするということです。スマホ決済につきましては現在の

ところそういう話はお聞きをしておりません。あくまでカードの導入とそのカードで決

済ができるためのシステム機器の整備ということでございます。先程の答弁の補足なん

ですけども、国の支援を活用してこの nimoca という共通カードを導入するんですけれ

ども、長崎バスは何もしなければ、ただ独自カードを導入しただけでは nimoca を持っ

てても長崎バスには乗れないですけども、それを乗れるようにという改修も含めて独自

の経費でされるということでございますので、一定 nimoca を持ってれば県内のどの公

共交通機関も利用できるという整備は整うということになろうかと思います。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

もう１点、５９ページのＣＭ制作放送委託料の部分が民放の部分に当たるということ

ですが、よく私も理解できないのは、そのＣＭ制作放送を委託するんですよね。コマー

シャルを作ってもらう委託と「なんでも鑑定団」との結びつき。どういう関係性になる

のかちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（岩永政則委員） 

福本課長補佐。 

○課長補佐（福本美也子君） 

今回のＣＭ制作放送委託料の中には２種類入っておりまして、基本的には「なんでも

鑑定団」の募集を掛ける内容の放送になります。その放送を作っていただく委託と、あ

と放送を流してもらう委託とまとめてこちらで計上させていただいております。 

○委員長（岩永政則委員） 

堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

長与町が長与町民に対して是非長与町民の方でそういったものをお持ちの方はという

ことだと思うんですが、実際にはテレビ放送。そうなりますと長与町外の全県的な形で

放送されるのに、実態の中身を長与町民にピンポイントで絞ったというのは、ちょっと

そのやり方がどうなのかなという気もするんですが。そうなんですよね。全県的に放映

するというふうに、ちょっとここで疑問というのを感じるんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

福本課長補佐。 



○課長補佐（福本美也子君） 

先程課長の方から申し上げたように「なんでも鑑定団」を放送するために１００点近

くの出展が必要というところが条件としてございます。どうしても長与町内だけだと数

を集めることが難しいんではないかというところも考えまして、町内にメインを置きつ

つも県内全域に呼び掛けをしまして募集を掛けるというふうに想定をいたしております。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

５７ページ、乗合タクシー運行委託料５９万１,０００円計上しておりますけれども、

これは町長の施政方針の中でも地域公共交通会議の協議を踏まえて運行期間を延長する

ということで書いてあります。基本的に地域公共交通会議でどのような申答、答申と言

うんですかね、なされたのか。そして、この交通会議そのものには、その地区の例えば

南田川内とか道の尾地区の関係地区の自治会、こういったものがおそらく入っていない

んじゃなかろうかな、入ってるかどうか分かりませんけれども、そういう関係自治会の

声とか、そういうものも踏まえて、行政としてどうしてもこれは延長しながら、もう一

度継続するか撤退するかを判断をしようということになったんだろうと思うんですが、

そこら辺の経緯をちょっと聞かせてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

地域公共交通会議でございますが、６か月間の定時定路線運行と言って決まったルー

ト、停留所を決まった時間にお客さんが居ようと居まいと運行するという形で６か月間

運行をしてまいりました。その状況というのが一定整理ができましたので、今後どうし

ていくかという中で、なかなか想定したほど乗ってはいただいていないということ、半

分以上が０人での運行であったということを踏まえまして、便数の減。それから経費の

効率化ということで運行がある場合のみの運行。それと決まったルートをずっと走るん

じゃなくて、乗る人が居る場所から目的地への最短ルートで走るということで、メータ

ー料金で行くということでの効率化を図るために、予約制という運行に切り替えるとい

う提案をいたしました。期間の件もありましたし予算の件もございましたので、２か月

間延長して運行したいという御提案を申し上げたところ、しっかり検証するにはちょっ

と短いんじゃないかと、延長を検討したらいいのではないかという御意見をいただきま

した。この会議の中には各交通機関の代表者ですとか国、県、警察のほかに地域の利用

者の代表ということで、実際のこの走ってる地区からも民生委員に御参画をいただいて

おります。そうした中で実際に２か月間の運行をいたしまして、最初の一月はやはりこ

の周知ですとか運行形態が大きく変わったということで、なかなか利用がなかったもの

が２か月目には徐々にちょっと伸びてきたんです。ということは、この段階で検証を止



めるのではなくて、もう少し長い期間を見て導入の検討を行っていきたいということで、

６か月間さらに延長したいというのが今回の当初予算の内容です。これにつきましては、

これから今年度中になりますけれども再度公共交通会議に諮りまして、その合意を得た

上で進めてまいりたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

この説明書を見ると、２６ページの上から４番目、地域公共交通会議委員１３人とい

うことでありますけれども、先程言った、一定その地域のそれも配慮した何か入っとる

という言い方をされたと思うんですが、もうちょっとそれを詳しく聞かせてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

地域公共交通会議の委員ですけれども、主要な施策の２６ページでございますが１３

名というのが報酬を支払う人数でございまして、実際には２２名いらっしゃいます。そ

の中で利用者または住民の代表ということで自治会長会の会長、老人クラブ連合会の会

長、それから民生委員児童委員協議会の委員、身体障害者協会の会長ということで御参

画をいただいておりまして、この民生委員の委員が道の尾地区の民生委員ということで、

実際今回、試験運行を行っている地域の方の代表ということでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

この予算が通ると、ホームページでも今の試験運行は満了しましたとしてますけど、

これはまたやりますということをなされると思うんですが、要は町長の肝いりでこれは

始めたわけです。基本的には。ですから、そういった意味ではそう簡単には引き下がれ

ないという部分はあるかと思うんですが。一方では昨日も申し上げたんですが、上長与

の風呂なんかは僅か数か月の間にもう廃止を決めてしまう。そういうやり方も行政とし

てはやっとるので、これは我々も総務文教常任委員会で視察に行ったときに、乗合タク

シーそのものはそうでもなかったんですが、コミュニティバス、これをやるとなると相

当な覚悟が必要ですよということも聞いてきたわけで、そういった意味で果たしてどう

なのかなあという気がしとったんですが、再度やるということで予算も計上してますの

で、やった上でやっぱりきちっとそこら辺の結果について、再度その地域の皆さん方に

もフィードバックをして、さらに最終的にどうするかというのを決めるべきだというふ

うに私は思うんですが。そこら辺については試験運行をやった、それを今度どう地域の

皆さん方と共有していって、その結果としてやるか撤退をするかということを決めんば

いかんと思います。そこら辺について考えを聞かせていただきたいと思います。 



○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

これまでの試験運行の中でも定期的に利用状況というものを地域の方々にお示しをし

まして、様々な御意見を伺っております。なかなかその利用が増えないという中におい

ては、地域の中でも役員会等で利用促進を図っていただいたという経緯もございます。

今回、仮に延長をしたということであっても同様に地域にフィードバックを定期的にし

てまいりたいと思いますし、最終的な判断にはやはり住民の皆様の御意見というのは重

要ですので、御意見も伺いつつ判断をしてまいりたいと考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。堤委員。 

○委員（堤理志委員） 

８３ページの基幹統計調査費でお伺いをしたいんですが、国会の方でこの勤労統計調

査の問題、しかも都心部だけの部分で若干、決められた方式じゃない、ちょっと不適切

なやり方じゃなかったのかということで議論がなされておりまして、ああいう問題にな

ったということで、おそらく全国的な統計調査というのが適正なのかというチェックが

入るのかなと、あるいは町民と言いますかね、その辺りからも我が町は大丈夫かなとい

う声もあるんじゃないかと思うんですが、長与町のこういう基幹統計調査にしろ一般的

な統計調査にしろ、やり方等については適正にやられているかどうか、ちょっと確認を

しようかなというふうになったのかどうか、その辺りいかがでしょうか。 

○委員長（岩永政則委員） 

荒木課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

統計調査の件でございます。現時点で国ですとか県の方から統計調査の現状調査と言

うんですかね、しっかり適正にやってるかという緊急点検というのは来てないんですけ

ども、例年統計の監査と言うんですかね、しっかりやってるのかと、市町でルールに乗

って執り行われてるかのかというチェックがなされております。それでいけば、適切に

運用をしているというところでございます。むしろ、こういった問題が大きく取りざた

されてるということで来年度以降の統計調査、特に住民の皆様への協力依頼ということ

で非常に懸念をしておりまして、調査員は一生懸命やってくださってるんですね。それ

なのに大元の国があんな感じではみたいな意見が出るのではないかというのをちょっと

懸念はしております。運用は適正に実施をしておるところでございます。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

いいですか。ほかにありませんか。 

質疑なしと認めます。以上で政策企画課の質疑を終了をいたします。お疲れ様でした。 

暫時休憩します。 



（暫時休憩） 

○委員長（岩永政則委員） 

それでは休憩前に引き続き委員会を再開し、審査に入ってまいりたいと思います。 

財政課の審査に入ります。説明を求めます。 

田中課長。 

○財政課長（田中一之君） 

それでは財政課所管分を御説明いたします。議案の９ページをお願いいたします。第

３表地方債、こちらの１番下になりますけども、臨時財政対策債が財政課所管でござい

ます。前年度より７,０００万円減の４億２,０００万円で限度額をお願いしております。 

続きまして歳入ですけれども、事項別明細書の８、９ページをお願いいたします。２

款地方譲与税、こちらから１２ページの１０款交通安全対策特別交付金までは全て財政

課の所管でございます。概ね２９年度の決算額及び平成３０年度の歳入状況をベースに

概算で計上をいたしております。その中でも１０、１１ページの６款地方消費税交付金

でございますけれども、平成３０年度の税制改正において算定基準の１つである人口割

による配分が引き上げられました。当町においては増額する方向に改正をされたわけで

ございます。しかしながら現時点において引き上げ額が想定できないため、前年度より

２,０００万ほど増額して６億２,０００万で計上の方いたしております。また１２、１

３ページの９款地方交付税、こちらについて説明いたします。国の地方財政計画におい

ては地方交付税の総額を平成３０年と比較して１．１％増額をしております。本町にお

いても、これまでの歳入状況等を考慮して前年度より７,０００万増額して今回計上を

いたしております。また特別交付税においては、近年の地球温暖化による災害の多発多

様化により災害関連経費が増えていることから前年同額の４,０００万円を計上いたし

ております。地方交付税についてもう少し説明をさせていただきますと、昨年閣議決定

された骨太の方針２,０１８、こちらにおいて地方の安定的な財政運営に必要となる一

般財源の総額、こちらについては２０２１年度までの計画の中で現在の水準を下回らな

いよう同水準を確保するとされております。要約いたしますと、現在の地方交付税の交

付額を２０２１年までは一定保障しましょうと、そういった内容でございます。しかし

ながら、同水準を維持するだけで地方交付税の増額になるわけではございません。財政

需要が伸びている今般、トップランナー方式が採用されて基準財政需要額が低く見積ら

れて、かつ基準財政収入額こちらの方が高く見積もられてるという現在においては、さ

らなる歳出の抑制が必要になると財政の方では考えてございます。 

次に２６、２７ページをお開きください。１５款１項２目１節利子及び配当金のうち

１番上の財政調整基金運用収入、２番目の減債基金運用収入、そして次のページの上か

ら６番目の土地開発基金運用収入が財政課所管でございまして、それぞれ１,０００円

を存目計上いたしております。次に１６款１項７目１節ふるさと長与応援寄附金でござ

いますが、３０年度の実績等により寄附額を１億円と見込んでおり財政課の方で一括計



上をいたしております。次に３０、３１ページをお願いいたします。１７款２項１目財

政調整基金繰入金、こちらは今回の当初予算の財源調整といたしまして、財政調整基金

と減債基金合わせて１２億３,６００万ほどを計上いたしております。前年度と比較す

ると３億２,０００万ほどの増額計上となってございます。次に１８款１項１目繰越金、

こちらは前年度と同額の５,０００万円を計上いたしております。次に３４、３５ペー

ジをお願いいたします。１９款５項１目１節雑入のうち長崎県市町村振興協会市町村配

分金、こちらを１,８００万ほど計上いたしております。これはサマージャンボ宝くじ

とハロウィンジャンボ宝くじの市町への配分金でございます。３６、３７ページをお願

いいたします。２０款１項３目臨時財政対策債、こちらは冒頭の第３表地方債のところ

で御説明いたしましたけれども、金額としては前年度より７,０００万減額した４億２,

０００万で計上いたしております。臨時財政対策債につきまして説明をさせていただき

ますと、２９年度末において本町が抱える地方債残高は約１４０億円、そのうち臨時財

政対策債分が６４億円ございます。割合にいたしますと、実に町の借金の４６％が臨時

財政対策債となっております。国においても臨時財政対策債の発行額、こちらを抑制し

ようというふうに動いております。まず借金に依存せず、その年度の年収でその年度の

歳出を賄うというプライマリーバランスの黒字化、それと財政健全化を国が目指してい

るところです。こちらの３６、３７ページのところで消防債と教育債というのが廃目に

なってございます。昨年、総務文教委員会において委員長より御指摘をいただきました

排除科目の表示の方法なんですけれども、目欄のところの名称の頭に△マイナス表示を

することは従来通りなんですけれども、それに加えて説明欄に廃目という文言を追加い

たしました。今後もし、消防債、教育債が補正で計上することになりましたら、この３

目臨時財政対策債の次の４目から新たに作られることになります。 

続いて算出の説明をいたします。４８、４９ページをお願いいたします。２款１項３

目財政管理費のうち２節給料から４節共済費、こちらまでは職員４名分の人件費でござ

います。その人件費と９節から１９節までの事務、執行経費を合わせた金額の合計が３,

６６５万１,０００円となっており、昨年度より８３万２,０００円ほど増額になってご

ざいます。増額の理由といたしましては定期昇給による人件費の総額並びに委託料のと

ころで出てくるんですけども起債管理システム、こちらの導入業務委託料ということで、

導入から１３年ほど経つ起債管理システムのソフトウェア更新に係るデータ移行経費、

これを３３万５,０００円計上させていただいております。その分と１９節の西彼中央

土地開発公社事業費負担金でございますけれども、これは公社の保有用地に係る利息分

を補填する経費でございます。こちらにも前年度より利率が上がりましたので、こちら

も増額の要因となってございます。次に５４、５５ページをお開きください。２款１項

６目財政調整基金費、こちらは財政調整基金と減債基金への積立金でございます。 

次に１２０、１２１ページをお願いいたします。４款３項１目下水道処理費、こちら

は長崎市の下水道処理区域でございます高田郷の一部において長崎市が実施する下水道



管の整備工事、こちらに係る経費の長与町負担分を５０万円概算計上しております。こ

ちらは工事の実績に伴って増額する場合は３月補正で増額計上するということになって

ございます。次に１５０、１５１ページをお願いいたします。８款５項３目公共下水道

費、こちらは下水道事業会計の補助金として１億１,６００万を計上いたしております。

この補助金につきましては、一般会計から下水道会計へ繰り出す経費、一般会計が負担

すべき経費を定めた総務省の繰出基準によって算出をしてございます。前年度より１,

５００万円の減額で、減額理由としては繰り出しの対象経費である元利償還金の減少が

主な要因でございます。次に１９８、１９９ページをお願いいたします。１２款１項１

目元金及び２目利子、こちらは２９年度までの起債の発行額済分と３０年度の新規発行

見込みの町債に係る元金及び利子の償還予定額を概算計上いたしております。次に１３

款１項目諸支出金の土地開発基金積立金は、ビューテラス北陽台の中にある新図書館の

建設用地をイオンタウンの従業員の駐車場として貸し付けた土地貸付収入の見込額を計

上いたしております。次のページ、２００、２０１ページになりますが、１４款１項１

目予備費につきましては前年同額の２,０００万円を計上いたしております。次に２１

２ページをお願いいたします。地方債の現在高見込みに関する調書になりますけれども、

１番下段を見ていただきたいと思いますが、左から地方債の平成２９年度末現在高見込

額が約１４０億円、次の段が３０年度末の現在高見込額は約１４２億円、３１年度中の

起債見込額が約７億円ございます。３１年度中の元利償還見込額が約１２億８,０００

万円ございます。そして３１年度末現在高見込額が約１３６億円となってございます。 

最後になりますけども、主要な施策に関する説明書の３９ページをお願いいたします。

５の都市計画税の充当状況、こちらでございますが、都市計画税は都市計画法に基づい

て行う都市計画事業または土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理事業、これに要

する経費に充てるための目的税でございますので、使途はそれに限られております。そ

の使途を明確化するために参照の説明資料に記載するよう総務省の方から求められてお

りますので、こちらに明記をしております。次の４０ページ、市町村交付金（社会保障

財源化分）が充てられる社会保障施策に要する経費、こちらについても消費税改定に伴

う消費税増税分については社会保障施策に財源充当しなければならないということにな

ってございますので、それを明確化した内訳表になります。次の４１ページ、長期継続

契約予定一覧、こちらについては２８年１月より施行された長期継続契約の条例により

従来の債務負担行為のうち、事務の合理化や効率化の観点から長期継続契約として取り

扱われる契約の予定一覧となっております。詳細につきましては委員会の審議の中で所

管課より説明がございますのでよろしくお願いいたします。次に４３、４４ページ、基

金の状況でございます。財政課所管分は財政調整基金、減債基金、土地開発基金でござ

います。当初においては財調の方の取り崩しが約８億８,６００万、減債基金が４億を

取り崩す予定になっております。今回３０年度の５号補正にもありましたように来年の

３月補正において余剰財源が出ましたら、財調及び減債基金についてはなるべく取り崩



しを行わないで基金に繰り戻しを行う予定です。そのために歳出の抑制を図るなど経費

の縮減に努めてまいるところでございます。以上が財政課所管の歳入歳出及び主要な施

策に関する説明でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩永政則委員） 

説明が終わりましたので質疑に入っていきたいと思います。 

歳入歳出全部含めて質疑はありませんか。 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

まずこの決算書の中身というよりも基本的なことでお尋ねをしますが、単年度収支で

はずっと赤字が続いとるわけですよね。そして今日もらった資料を見ても、例えば下の

積立金なんかでも標準財政規模に対する割合が約５０％、県下では下から４、５番目ぐ

らいに低い数値ですよね。逆に地方債の残高は１４０億１,１００万ということで、標

準財政規模に対して１８３．８、これは県下の町では１番悪いわけですよね。だから、

やっぱりそういった意味では財政運営というのは大変な時代になってくるんじゃなかろ

うかなという気はするんですが、施政方針辺りを見ると徹底した無駄の排除とかいろい

ろあるけれども前年対比４％増で予算も組まれており、マイナスシーリングは無かった

んじゃなかろうかなと思うんですが、要するに書いとることと、現実に予算書見ればど

こがどうなったのか、見て良く理解できるということじゃなくて、分からんというのが

正直なところなんですが、町の予算を立てる段階で、財政課として各所管にどういう指

導をしたのか、まずそこから聞かしてください。 

○委員長（岩永政則委員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

３１年度の予算編成に当たっては、例年同じような内容で話はしてるんですけれども、

まずもって２９年度３０年度の当初予算編成時には議員おっしゃられたようにシーリン

グ、経常経費に対する５％シーリングというのをお願いしたところです。２９年度にお

いては一定７、８千万の効果を出したところです。しかしながら、２年目に当たる３０

年の当初予算のときにはシーリングを掛けて５５０万ほどしか削減できませんでした。

５５０万しかできなかったと考えるべきではなくて、一定職員が歳出予算を組むときの

意識付けが徹底されてきたと私は感じてるんですけれども、無駄な要求をしなくなった

ので、一定シーリングの当初の目的は達したのかなと思いまして、３１年度当初予算編

成時にはシーリング、当然心掛けてくださいというような形で御説明はしましたけれど

も、こちらから額を設定するようなことはしてないんですね。実際にどれくらいに落と

してくださいとか。今年度においても一定職員に対する意識付け、経費節減の意識付け

というのはかなり付いてきたものと認識をしております。しかしながら、今年度の当初

予算においては前年度比で金額にして５億３,５００万増額、率にして４.４％上がって



ると。その内容については、いろいろあるんですけども人件費の増額、あと物件費で今

回目玉事業であるコンビニ交付システムの導入など、それ以外にも扶助費で言えば保育

所の運営費補助金とか障害児通所給付費、この辺りがもう毎年上がり続けている。かつ

補助費なんかではプレミアム付商品券事業というのが、３０年度からあるんですけども、

３１年度にも予算が計上されたと。あと選挙関係、そういった事業がたくさんあって予

算規模が膨れてしまったということはございます。財政的には今後も財政は厳しくして

いかないとは思ってますけれども、今回増えた要因については、要因がはっきりしてお

りますので、まずもって行けるのかなと。ただ今後、高田南の一括施工するに当たり、

やはりこの辺り、財源等さらなる縮減を職員に求めていくつもりではございます。財政

的な予測にいたしましても、何とか高田南は無事終えることができるんではないかとい

うふうに考えております。昨日本会議の中でも区画特会に対する繰出金が３７億近くあ

る分の財源についても、いろいろ質問の方を受けたところでございますけども、そのと

きは起債６割、財調４割活用しますというふうな答弁をいたしましたけれども、その辺

りも現時点ではそういった把握をしておりますけれども、今後は起債の借り入れの方に

ちょっとシフトをしていって、なるべく財調の方ももっと落としていければなというふ

うに考えております。ただ起債に関しては実質公債費比率等の悪化に繋がりますので、

その辺りも今後、慎重に借り入れの方も考えながら、計画を立てて持続力のある財政運

営の方を目指してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

町債が１４０ぐらいあるといってもその４５～４６％が臨時財政特例債なので、そう

心配せんでもということもあるかもしれんけども、要は今から高田南が一定進捗すると

なると、それまでずっと一般質問に対する答弁とか、繰り返し一定の目途が立てば事業

進めますよと言うのが、だから今まで、例えば図書館の問題にしろ、公共施設の問題に

しろ、いろんな、今度はこれもやれ、あれもやれと言うのがどんどんどんどん、おそら

く洪水のように押し寄せてくるという気がするわけです。そういった意味では私はやっ

ぱり、簡単にはいや心配せんでもいいんですよとは言えんとやないかと思いますので、

そこら辺を共有をするためには、そういう中期財政計画とか何とかもやっぱりきちっと

公表して、前も言ったことありますけれども、簡単なあれは広報で出したりしよっけど

も、やっぱりもう一歩踏み込んだところのそれも、議会にもやっぱり報告をするとか、

やっぱりそういうやり方をして、今置かれておる長与町の状況をやっぱり共有せんばい

かん。そういうふうに思っております。ちょっと長くなりましたけれども、そこでその

土地開発基金で８億４,６７５万１,０００円の土地の残高があるわけですよね。この中

には遊休資産もあるわけですよ。遊休資産でそれを維持していくための草払いとか、そ

ういったことは毎年掛かっていく。本来であれば、公用地じゃなければ固定資産税とか



入ってくるわけですよね。それも入ってこない。一方では経費は出さんばいかん。大し

た金額じゃないかもしれんけども、そういった意味ではやっぱり遊休資産というものを

きちっと選択をするというか、これはもう売却をしようという、そこら辺もやっぱりも

う考えていかんとそう簡単にはいかんと。その遊休資産の遊んどる資産、目的がない資

産、目的があったにしてももう目的外になってしまった土地、資産、こういったものを

どうやっていくかということについて、内部で検討というものはすべきじゃないかと思

うんですが、そこら辺はどうですか。 

○委員長（岩永政則委員） 

田中課長。 

○財政課長（田中一之君） 

議員御指摘のとおり財源確保という観点から契約管財課と協議を現在もしてございま

す。遊休の用地、そういったものの売却、町が持ってる町有地でも売却可能なものの洗

い出しというのを契約管財課の方でも行っておりまして、その辺りは一定土地利用調整

委員会とかに掛けて売却の方向でするようにと、財源を確保するためにですね、そうい

ったことで話を進めております。土地開発基金の用地についても現時点ではまだ取り掛

かってはおりませんけれども、そちらについても不要な土地についてはもう明らかに損

失が出てくるとは思いますけれども、もうそちらは売却する方向で何とかしなければな

らないんではないかと、そういうふうに考えております。以上です。 

○委員長（岩永政則委員） 

喜々津委員。 

○委員（喜々津英世委員） 

これは従来、私が農協におるときに高田郷の西高田の城の平の土地、相当広かったわ

けですよね。これを農協が購入せろということで、あのときは葉山町長が不動産屋じゃ

なかとというぐらい頑張って、持っとったってどうしようもなかとやけんが処分せんば

ということで買ったわけです。もうああいう広大な土地、今度の場合はそう広大な土地

じゃないけども、今買っとるのはね。そう簡単に売ろうと思ってもやっぱり処分できん、

買い手がなかなか見つからんと。買い手もやっぱり利用をどうするかということが前提

になってくるので非常に難しいと思うんですが、かと言ってそこに町のいろんな施設を

つくるといってもやっぱりこれも簡単にいかんわけですから、地道にやっぱり身軽くな

る対策を取らんばと思って。もうこれは答弁要りませんけども要望して終わります。 

○委員長（岩永政則委員） 

ほかにありませんか。 

質疑なしと認めます。これで財政課の審査を終わりたいと思います。 

本日はこれにて散会といたします。お疲れ様でした。 

（散会 １６時４１分） 

 


